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全
ト
協
５
年
度
決
算
൛
経
営
分
ੳ
報
告
書

東
ト
協
、̚
̡
ॳ

運
転
者
特
別
講
習

東
ト
協
が
環
境
対
応
支
援
策
を
実
施

東
京
都
の
環
境
関
連
支
援
策

全
ト
協
、景
況
感
調
査（
１
～
３
月
期
）

２４５5７

　東ト協は６月16日午後１時30分から２時
30分まで、千代田区の帝国ホテル東京で令
和７年度通常総会を開催いたします（総会後
に懇親会も開催いたします）。
　つきましては、５月30日付で「開催のご案
内」を郵送いたしますので、お手元に届きま
したら、６月11日までにご返信をお願いいた
します。
　なお、総会を欠席される場合は、「出欠回
答はがき（兼委任状）」を必ずご返信いただき、
「委任状による議決権行使」についてご協力
をお願いいたします。

東
ト
協
૯
務
ҕ

員
会（
原
ౡ
౻
ᆹ

ҕ
員
長
）は
５
月

20
日
、
東
ト
૯
合

会
ؗ
で
、
令
和
７

年
度
第
１
回
૯
務

ҕ
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ

併
用
）を
開
催
し
、

今
年
度
通
常
૯
会

の
提
出
議
案
と
な

る
６
年
度
事
業
報

告
書（
案
）・
収
支
決
算
書

（
案
）・
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書（
案
）な
ど
に

つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
原
ౡ
ҕ

員
長
は
、「
29
日
に
開
催
す

る
理
事
会
に
向
け
て
、６
年

度
の
収
支
決
算
・
事
業
報
告

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
ͩ

く
。
９
月
に
行
わ
れ
る
ト
ラ

ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
や
荷
主
へ
の

適
正
運
賃
収
受
の
周
知
活
動

な
ど
、
幅

い
議
案
に
、
きس

ጨた
Μ

の
な
い
意
見
を
お
ئ
い
す

る
」と
ड़
べ
た
。

議
題
で
は
、６
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。「
２
０
２
４
年

問
題
」へ
の
対
応
策
と
し
て
、

人
材
ҭ
成
を
中
心
と
す
る
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
ブ
ロ

ッ
ク
制
導
入
に
よ
る
支
部
事

業
の
強
化
、
対
֎

報
発
৴

の
継
続
を
࣠
と
す
る
施
策
を

ల
開
。
新
た
に
実
施
し
た

事
業
と
し
て
は
、
適
正
化
事

業
調
査
員（
Ｇ
ϝ
ン
調
査
員
）

の
選

、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

૯
合
会
ؗ
の
̡
̚
̙
照
明
機

ث
へ
の
切
り
ସ
え
、


物

流
ڌ
点
の
修
સ
、
支
部
ブ
ロ

ッ
ク
制
の
ஈ
֊
的
導
入
を
行

っ
た
。
６
年
度
事
業
の
経
常

収
益
は
約
21
ԯ
７
４
７
万
６

ઍ
円（
前
年
度
比
０
・
４
％

増
）、
経
常
費
用
は
約
18
ԯ

４
５
４
２
万
４
ઍ
円（
同
２・

９
％
ݮ
）と
な
っ
た
。

６
年
度
新
規
入
会
者（
41

者
）の
報
告
に
続
い
て
、
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
実
行
プ
ロ

ジ
ỻ
ク
ト
Ｗ
Ｇ
の
ᖒ
഼
३
リ

ー
μ
ー
が「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ

東
ト
協
と
東

京
運
輸
支
局
は

５
月
19
日
、
東

ト
૯
合
会
ؗ

で
、
物
流
改
正

法
等
に
関
す
る

説
明
会（
Ｗ
ｅ

ｂ
併
用
）を
開

催
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
、
東

運
支
局
管

の

荷
主
企
業
、


ݿ
事
業
者
を
対

象
に
、
４
月
１

日
か
ら
一
部
施

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
水

ޭ
会
長
）は
、標
準
的

運
賃
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
会
員
事
業
者
の
届
出
率

95
％

の
成
果
を
踏
ま
え
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
各

事
業
者
が
荷
主
と
の
運
賃
交

渉
の
実
施
へ
ܨ
げ
て
い
く
。

今
通
常
国
会
で
議
員
立
法

で
の
成
立
を
目
指
し
て
い

る「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
お
よ
び「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
の
適
正
化
の
た
め

の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
案
」
で
は
、
ڐ

可
ߋ
新
制
度
や
適
正
原
価
の

導
入
に
向
け
た
議

が
さ
れ

て
い
る
。

水

会
長
は
、
新
ฉ
報
道

に
よ
り
、
業
界

で
標
準
的

運
賃
の
ഇ
止
が
一
人
歩
き
し

て
い
る
状
況
を
ة
ዧ
し
、
改

正
法
の
成
立
か
ら
公

・
施

行
ま
で
、
数
年
先
と
な
る
可


ੑ
が
高
く
、
そ
れ
ま
で
は

標
準
的
運
賃
の
収
受
を
前
提

に
、
こ
れ
ま
で
の
東
ト
協
の

取
り
組
み
を
基
に
、
荷
主
と

の
運
賃
交
渉
へ
ܨ
げ
て
い
く

こ
と
が
ॏ
要
と
し
た
。

２
０
２
４
年
問
題
で
ݒ
೦

さ
れ
て
い
る
物
流
ة
機
を
回

ス
タ
Ｔ
̤
̠
̮
̤

２
０
２
５
」（
９
月
14

日
開
催
）に
伴
う
会

員
事
業
者
へ
の
協
賛

に
つ
い
て
説
明
し
、

こ
れ
を
承
認
。ま
た
、

荷
主
に
対
す
る
労
働

環
境
改
善
に
向
け
た

適
正
運
賃
収
受
等
の

周
知
活
動
へ
の
協
力

を
求
め
る
。（
ผ
ܝ
ࢀ

র
）こ

の
ほ
か
、
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法

第
８

第
２
項
に

行
さ
れ
た
物
流
改
正
法
に
つ

い
て
、
新
た
な
規
制
的
措
置

の
具
体
的
な

༰
な
ど
を
関

東
運
輸
局
お
よ
び
東
運
支
局

の
୲
当
者
が
説
明
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
東
運
支

局
の
৫
ా
ཅ
一
支
局
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
法
改
正
を
ܖ

機
と
し
て
、
物
流
効
率
化
、

取
引
適
正
化
、
運
賃
交
渉
を

積
ۃ
的
に
行
い
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
賃
上
げ
に
ܨ
が
る
こ
と

を
期

し
て
い
る
。
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
は
こ
れ
か

ら
が
本
൪
で
あ
り
、
物
流
を

止
め
な
い
、

ら
ͤ
な
い
こ

と
が
日
本
経
済
、
国
ຽ
生
活

に
お
い
て
ॏ
要
で
あ
り
、
本

日
の
説
明
会
が
役
立
つ
こ
と

を
ئ
う
」と
ड़
べ
た
。

説
明
会
で
は
、
関
運
局
交

通
政
策
部
環
境
・
物
流
課

課
長
ิ
ࠤ
の
大
ౡ
৻

ࢯ

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法（
下
請
法
）
及
び
下
請

中
小
企
業
振
興
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
５
月
16
日
、

参
議
院
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
多
数
で
可

決
し
、
成
立
し
た
。

施
行
は
令
和
８
年
１

月
１
日
。

下
請
法
の
規
制
の

見
直
し
は
次
の
通

り
。

１

協
議
を
適
切
に
行
わ
な

い
代
金
額
の
決
定
の
禁
止

（
価
格
据
え
置
き
取
引
へ
の

໊

を
作
成
す
る

た
め
、
会
員
事
業

者
か
ら
会
社
໊
・
送
付
先
な

ど
の

報
を
収
集
し
、
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

報
提
供

は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た

適
正
運
賃
の
収
受
等
に
係
る

荷
主
へ
の
周
知
活
動
の
実
施

に
お
け
る
荷
主

報
の
͝
提

供
の
お
ئ
い
に
つ
い
て
」
の

入
力
フ
ォ
ー
ム（
ࠨ
ه
ೋ
࣍

ݩ
ί
ồ
υ
）に
入
力
す
る
。

対
応
）

２

手
ܗ
払
等
の
禁
止

３

運
送
ҕ
ୗ
の

対
象
取
引
へ
の
追

加（
物
流
問
題
へ
の

対
応
）

４

従
業
員
基
準

の
追
加（
適
用
基
準

の
追
加
）

５

໘
的
ࣥ
行
の

強
化
な
ど

物
流
問
題
へ
の

対
応
で
は
、
対
象
取

引
に
、


、
ൢ
ച
等
の
目

的
物
の
引

し
に
ඞ
要
な
運

送
の
ҕ
ୗ
を
追
加
し
た
。

東
ト
協
は
５
月
30
日
ま

で
、
会
員
事
業
者
の
荷
主
企

業
໊

の

報
提
供
を
ݺ
び

か
け
て
い
る
。

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
、
農
ྛ
水
産
省
、
厚
生
労

働
省
お
よ
び
公
正
取
引
ҕ
員

会
で
は
、
適
切
な
価
格
転
嫁

の
実
ݱ
に
向
け
て
、
荷
主
企

業
に
対
し
て
５
者
連
໊
に
よ

る
協
力
ґ
པ
文
書
を
発
৴
す

る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、東
ト
協
で
は
、

文
書
を
送
付
す
る
荷
主
企
業

が「
新
物
効
法
」を
、東
運
支

局
運
輸
企
画
専
門
）
輸
送
）

の


新
二

ࢯ
が「
改
正

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」

を
、同
運
輸
企
画
専
門
会（
輸

送
）の
܂

හ
थ
ࢯ
が「
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
ϝ
ン
の
取

組
」
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、

࣭
ٙ
応

を
行
っ
た
。

ま
た
、
国
交
省
が
作
成
し

た
物
流
改
正
法
の
ν
ラ
γ
や

解
説
書
、
リ
ー
フ
Ϩ
ッ
ト
な

ど
の
ࢿ
料
が
配
付
さ
れ
た
。

東
ト
協
の
ࢁ
㟒
正
専
務
理

事
は「
本
日
の
説
明
を
参
ߟ

に
、
物
流
に
関
わ
る
全
て
の

関
係
者
に
ݱ
時
点
で
の
対
応

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
は
今

後
も
続
く
も
の
で
あ
り
、
物

流
事
業
者
や
荷
主
な
ど
の
૬

ޓ
の
協
力
が
ඞ
要
不
可
ܽ

ͩ
」と
ड़
べ
た
。

全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

（
全
国
貨
物
自

動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機

関
）は
７
月
１

日
～
14
日（
૭

ޱ
受
付
は
土
・

日
༵
を
除
く
）、

２
０
２
５
年
度

「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全

た
申
請
書
σ
ー
タ
の
入
力
・

保
ଘ
が
可

と
な
る
。
同
γ

ス
テ
ム
で
作
成
・
保
ଘ
し
た

σ
ー
タ
は
、
受
付
期
間
中
に

送
৴
・
申
請
す
る
。

各
地
方
実
施
機
関
の
૭
ޱ

お
よ
び
༣
送
で
申
請
書
ྨ
を

提
出
す
る
場
合
、
受
付
は
７

月
14
日
ま
で（
ඞ
着
）。

申
請
ࢿ
格
は
、７
月
１
日

ݱ
ࡏ
で
①
事
業
開
࢝
後（
運

輸
開
࢝
後
）３
年
を
経
ա
、

②
配
置
す
る
事
業
用
自
動
車

の
数
が
５
台
以
上
Ổ
Ổ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
、
制

度
を
一
部
ม
ߋ
。
具
体
的
に

は
、
評
価
項
目
ᶗ「
安
全
ੑ

に
対
す
る
法
令
の
遵
守
状

況
」
の
配
点
に
つ
い
て
、
巡

回
指
導
の
ॏ
点
項
目
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
一
部
ม
ߋ
し

た
。
ま
た
、評
価
項
目
ᶙ「
安

全
ੑ
に
対
す
る
取
組
の
積
ۃ

ੑ
」
に
つ
い
て
、
取
り
組
み

項
目
の
多
様
化
を
図
り
、
選

択
制
を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
、
ߋ
新
申
請
回
数

が
連
続
６
回
以
上
と
な
る
事

業
所
に
つ
い
て
、
評
価
項
目

ᶙ
に
関
す
る
提
出
書
ྨ
の
؆

ੑ
評
価
事
業
」（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）の
申
請
受
付
を
行
う
。

こ
れ
に
伴
い
、
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）で

申
請
案

を
公
開（
案



ࢠ
は
各
地
方
実
施
機
関
で
配


）し
て
い
る
。

６
月
２
日
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ

申
請
γ
ス
テ
ム
を
Ք
働
さ

ͤ
、
同
γ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ૉ
化
を
図
っ
た
ほ
か
、６
回

以
上
の
ߋ
新
認
定
の
事
業
所

用
に
ΰ
ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
ス

テ
ッ
Χ
ー
と
認
定
証
が
त
༩

さ
れ
る（
本
年
度
は
該
当
事

業
所
な
し
）。

な
お
、
認
定
申
請
の
詳
細

は
、全
ト
協
̝
̥
を
参
照
。

基
づ
く
໋
令

の
発
動
基
準

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
説

明
。
ҕ
員
か
ら
、
車
両
５
両

未
満
問
題
に
対
応
す
る
会
員

事
業
者
へ
の
説
明
、

報
提

供
が
ඞ
要
と
の
意
見
が
ڍ
が

っ
た
ほ
か
、７
年
度
事
業
に

お
け
る
̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
ά
導

入
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ආ
す
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の

۰
改
善
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
原
ࢿ
と
な
る
標

準
的
運
賃
の
収
受
が
ඞ
要
と

な
る
。
会
員
事
業
者
は
届
出

を
し
た
上
で
荷
主
と
の
運
賃

交
渉
を
し
な
け
れ

な
ら
な

い
。
東
ト
協
は
今
後
、
会
員

事
業
者
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、
協
会
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

ՙओใఏڙ
ೋݩ࣍ίʔυ

௨ৗ૯ձͷ͝Ҋ

̒事業ใࠂҊを৹ٞ

ඪ
४
త
ӡ

લ
ఏ
ʹ
ߦ
ಈ
Λ

̑
月
ú÷
日
ま
で

౦
τ
ڠ
̝
̥
で

ՙ
ओ

ใ
ͷ
ఏ
ڙ
Λ

総務委員会౦ト協 ̓
ୈ̍ճ

Լ๏վਖ਼Ҋཱ͕
དྷ年１月１ߦࢪ

౦
ト
協

ྲྀվਖ਼๏ʹؔ͢Δઆ໌ձ౦ ト 協
౦ӡہࢧ

̜ϚʔΫ੍ਃ全 ト 協
̎̌ ̎̑ 年度

６
月
̎
日
か
ら
Ք
ಇ

̬
̴
̱
ਃ


γ
ε
ς
Ϝ

ủ
̎
̌
̎
̐
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デジタルタコグラフ YDX-8デジタルタコグラフ YDX-8
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ご相談ください！
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デジタルタコグラフ・ドライブレコーダー
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国
土
交
通
省
は
５
月
８

日
、
経
済
産
業
省
お
よ
び
農

ྛ
水
産
省
の
各
省
と
と
も

に
、「
２
０
３
０
年
度
に
向

け
た
૯
合
物
流
施
策
大
ߝ
に

関
す
る
検
討
会
」（
ࠜ
本
හ
ଇ

࠲
長
／
ܟ
Ѫ
大
学
特

ڭ

त
）の
ॳ
会
合
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
ݱ、
行
の「
૯
合
物

流
施
策
大
）ߝ
２
０
２
１
～

２
０
２
５
年
度
）」の
後
継
と

な
る
、
次
期
大
ߝ
の
策
定
に

向
け
た
第
１
回
目
の
検
討
会

で
あ
り
、
２
０
２
５
年
度


に
ऴ
了
す
る
ݱ
行
大
ߝ
を
見

据
え
た
も
の
で
、
２
０
２
５

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た「
զ

が
国
の
物
流
の
ֵ
新
に
関
す

る
関
係
閣
྅
会
議
」
に
お
い

て
、ੴ
ഁ
ໜ
૯
理
大
臣
か
ら
、

策
定
に
向
け
た
検
討
を
早
ٸ

に
開
࢝
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

検
討
会
に
は
、
国
交
省
・

経
産
省
・
農
水
省
の
関
係
者

に
加
え
、
業
界
団
体
や
有
識

者
、
物
流
事
業
者
、
荷
主
企

業
な
ど
が
参
加
し
、
厚
生
労

働
省
、環
境
省
、消
費
者
ி
、

公
正
取
引
ҕ
員
会
な
ど
も
Φ

ブ
β
ー
バ
ー
と
し
て
出
੮
し

た
。全

８
回
の
検
討
会
を

ॏ
Ͷ
、
11
月
に
は
提
ݴ

を
取
り
ま
と
め
政
府
に

提
出
し
、
今
年
度

ま

で
に
新
た
な「
物
流
大

ߝ
」
と
し
て
閣
議
決
定

さ
れ
る
予
定
。

検
討
に
当
た
っ
て
ߟ

え
ら
れ
る
主
な
視
点
と

し
て
、
①
２
０
３
０
年

度
に

定
さ
れ
る
輸
送

力
不
足
へ
の
対
応
、
②

国
際
競
૪
力
の
強
化
、

③
災
害
な
ど
ۓ
ٸ
時
の

輸
送
ニ
ー
ζ
等
に
ଈ
応
す
る

た
め
の
強
ᯰ
な
物
流
の
ߏ

築
・
確
保
を
目
指
す
こ
と
な

ど
を
方

と
し
た
。

ま
た
、
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
は
٤
ۓ
の
課
題
で
あ

る
と
同
時
に
、
年
ʑ
ਂ
ࠁ
化

す
る
ߏ

的
な
問
題
で
も
あ

り
、
２
０
３
０
年
度
に
不
足

す
る
輸
送
力
34
％
を
ิ
う
こ

と
を
目
指
し
て
、
継
続
的
に

対
応
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る

と
し
、
ࡢ
年
２
月
に
策
定
・

公
表
さ
れ
た「
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
政
府
の
中
長
期

計
画
」
に
基
づ
き
、
①
物
流

の
効
率
化
、
②

׳
行
の
見

国
交
省
は
５
月
15

日
、
中
央
合
同
ி
ࣷ

３
߸
ؗ
װ
部
会
議

ࣨ
で「
国
土
交
通
大

臣
等
と
荷
主
・
物
流

業
界
と
の
意
見
交


会
」を
開
催
し
た
。

中

༸
ণ
大
臣
、

ݹ
լ
༑
一

経
済
産

業
副
大
臣
、
ঙ
ࢠ
ݡ

一
農
ྛ
水
産
大
臣
政

務

ら
と
業
界
の
代

表
が
価
格
転
嫁
、
取

引
適
正
化
、
賃
上
げ

の
ଅ
進
や
次
期
૯
合

物
流
施
策
大
ߝ
の
策

定
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交


し
た
も
の
。

荷
主
・
物
流
業
界
か
ら
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ࡔ

本
ࠀ
ݾ
会
長
を
は
じ
め
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
、
全
国

農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日

本
物
流
団
体
連
合
会
な
ど
が

出
੮
し
た
。

議
事
で
は
、
国
交
省
の


ా
ߒ
ٱ
物
流
・
自
動
車
局
長

が
、
改
正
物
流
法
、
下
請
法

改
正
法
案
に
よ
る
価
格
転

嫁
、
取
引
適
正
化
、
賃
上
げ

の
ଅ
進
に
つ
い
て
説
明
。
そ

の
上
で
、
荷
主
・
物
流
業
界

直
し
、
③
荷
主
・
消
費
者
の

行
動
ม
༰
を
ப
と
す
る
施
策

を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

同
検
討
会
の
詳
細
な
ࢿ
料

や
議
事

な
ど
の
詳
細
は
、

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
令
和
５
年
度
決

算
൛「
経
営
分
ੳ
報
告
書
」

を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る

と
、
燃
料
価
格
の

高
止
ま
り
や
物
価

上
昇
、
車
両
調
ୡ

価
格
の
高
ಅ
な
ど

に
よ
り
運
送
原
価

が
上
昇
し
て
い
る

が
、
４
年
前
期
か

ら
緩
や
か
な
価
格

転
嫁
の
進
ల
を
反

映
し
、営
業
損
益
、経
常

損
益
と
も
に
わ
ず
か
に

回
෮
傾
向
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人

件
費
、
車
両
費
、
燃
料
費
な

ど
の
上
昇
分
に
係
る
運
賃
転

嫁
が
ґ
વ
と
し
て

調
で
、

損
益
率
の
改
善
に
は
事
業
規

模
に
よ
る
大
き
な
格
ࠩ
が
生

じ
て
い
る
。
業
界
の
大

を


め
る
20
台
以
下
の
事
業
者

は
運
賃
転
嫁
が
十
分
で
な
い

こ
と
か
ら
、
営
業
損
益
率
が

ґ
વ
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
圏
に

と
ど
ま
り
、
業

回
෮
は
大

幅
に
遅
れ
、
厳
し
い
経
営
環

境
を
༨
ّ
な
く
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
原
価
上
昇

分
を
運
賃
に
転
嫁
す
る

た
め
、
法
令
改
正
な
ど

に
よ
る
支
援
を
ؚ
め
て
、
継

続
的
な
輸
送
が
確
保
で
き
る

よ
う
支
援
策
を
一
ஈ
と
֦
ॆ

す
る
ඞ
要
が
あ
る
と
し
た
。

本
分
ੳ
は
全
国
２
４
５
１

事
業
者（
有
効
数
）が
提
出
し

た
令
和
５
年
度
決
算（
４
年

10
月
～
６
年
８
月
）の「
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
報
告

書
」を
統
計
ॲ
理
し
た
も
の
。

１
事
業
者
平
均
の
ച
上
高

（
݉
業
分
を
ؚ
Ή
全
ച
上
高
）

は
２
ԯ
６
７
１
０
万
５
０
０

０
円
で
前
年
度
比
４
・
６

％
の
増
収
と
な
っ
た（
以
下
、

数

は
１
者
平
均
、
増
ݮ
は

前
年
度
比
）。
損
益
状
況
は
、

ച
上
高
営
業
損
益
率
が
１
・

０
％
で
０
・
６
㌽
改
善
。
ച

上
高
経
常
損
益
率
は
２
・
６

％
で
０
・
４
㌽
改
善
し
た
。

本
業
の
貨
物
運
送
事
業
収

入
は
２
ԯ
６
４
０
０
万
７
０

０
０
円
で
同
４
・
０
％
の
増

収
。
輸
送
量
は
８
万
１
１
０

０
Ἁ
で
同
１
・
１
％
増
加
し

た
。貨

物
運
送
事
業
の
営
業
収

益
・
営
業
損
益
率（
車
両
規

模
別
）は
ද
の
通
り
。

営
業
損
益
率
は
０
・
６
％

で
０
・
６
㌽
改
善
し
、
営
業

損
益
は
１
４
６
万
６
０
０
０

円
と
な
っ
た
。
運
送
収
入
は

増
収
し
た
が
、
人
件
費（
営

業
費
用
に

め
る
ׂ
合
37
・

７
％
で
０
・
３
㌽
上
昇
）、

燃
料
༉
ࢷ
費（
同
14
・
９
％

で
０
・
２
㌽
上
昇
）な
ど
運

送
費
が
３
・
８
％
増
加
し
て

い
る
。

営
業
損
益
ஈ
֊
の
ࠇ
ࣈ
事

業
者
の
ׂ
合
は
51
％
で
９
㌽

上
昇
し
、
ࠇ
ࣈ
企
業
が

数

を

え
る
状
況
。
経
常
損
益

ஈ
֊
の
ࠇ
ࣈ
事
業
者
の
ׂ
合

は
61
％
で
４
㌽
上
昇
し
た

が
、
こ
れ
は
大
規
模
事
業
者

に
よ
る
け
Μ
引
に
よ
る
も
の

で
、
小
規
模
事
業
者
は
ґ
વ

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

車
両
規
模
別
に
み
る
と
、

車
両
20
台
以
下
で
営
業

ࣈ

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
10
台

以
下
で
は
52
％
が
営
業


ࣈ
、
46
％
が
経
常

ࣈ
の
状

況
に
あ
る
。

か
ら
の
出
੮
者
が
次
期
大
ߝ

の
策
定
に
関
す
る
業
界
か
ら

の
意
見
・
要
望
を
ड़
べ
た
。

ࡔ
本
会
長
は
、「
業
界
と

し
て
価
格
転
嫁
と
賃
上
げ
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
Ή
。
大

切
な
の
は
、
荷
主
、
地
域
社

会
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が『
ࡾ
方
ྑ
し
』
の
関
係
を

築
く
こ
と
。
業
界

に
お
い

て
も
適
正
取
引
を
進
め
て
い

く
が
、
荷
主
に
お
い
て
も
適

正
な
運
賃
・
料
金
へ
の
理
解

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環

境
改
善
に
協
力
を
お
ئ
い
し

た
い
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
今
国
会
へ
の
議
案

提
出
に
向
け
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る「
改
正
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
」
に
つ
い

て
、理
解
を
求
め
た
。

今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た

「
զ
が
国
の
物
流
の
ֵ
新
に

関
す
る
関
係
閣
྅
会
議
」
で

は
、
ੴ
ഁ
ໜ

閣
૯
理
大
臣

が
、
改
正
物
流
法
と
下
請
法

改
正
法
案
を
ܖ
機
と
し
た
荷

主
等
に
対
す
る
一

の
価
格

転
嫁
・
取
引
適
正
化
や
、
ࡢ

年
２
月
に
策
定
さ
れ
た「
２

０
３
０
年
度
に
向
け
た
政
府

の
中
長
期
計
画
」
の
見
直
し

を
反
映
し
た
次
期
大
ߝ
の
策

定
に
向
け
た
検
討
な
ど
を
指

示
。こ

れ
を
受
け
て
、
国
交
省

で
は
、
価
格
転
嫁
や
取
引
適

正
化
、
賃
上
げ
の
ଅ
進
や
次

期
大
ߝ
の
検
討
を
進
め
て
い

く
た
め
、
今
回
の
意
見
交


会
を
開
催
し
た
も
の
。
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区　分
Ӧۀऩӹ（ઍԁ） Ӧۀଛӹ（ˋ）

ྩ̏ ̐ ̑ ̏ ̐ ̑

全　ମ 243207
（　4.8）

253830
（　4.4）

264007
（　4.0） ˚0.9 0.0 0.6

車
両
規
模
別（
台
）

ʙ10 61045
（　1.7）

62093
（　1.7）

64081
（　3.2） ˚3.9 ˚3.6 ˚2.9

11ʙ20 158394
（　3.1）

159.659
（　0.8）

164840
（　3.2） ˚1.9 ˚1.2 ˚0.6

21ʙ50 352575
（　8.3）

350416
（˚0.6）

360009
（　2.7） ˚0.7 0.0 0.4

51ʙ100 676970
（　1.2）

695837
（　2.8）

713398
（　2.5） 0.0 1.2 1.8

101ʙ 1576447
（ 11.7）

1576169
（˚0.0）

1638074
（　3.9） 0.8 2.1 2.3
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は

か
Ͷ
て
、
車
両
５
台
未
満
の

事
業
者
の
ଘ
ࡏ
が
問
題
視
さ

れ
、
国
交
省
で
は
対
策
を
強

化
し
て
き
た
が
、
ґ
વ
と
し

て
、
そ
の
ҧ
反
状
ଶ
の
改
善

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、法
令
遵
守
を
徹
底
し
、

事
業
の
適
正
化
を
推
進
す
る

上
で
、
改
め
て
こ
の
問
題
に

ϝ
ス
を
入
れ
、
こ
う
し
た
ڐ

可
基
準
ׂ
れ
事
業
者
を
厳
正

に
対
ॲ
す
る
方

ͩ
。

こ
れ
に
伴
い
今
回
、「
事

業
計
画
に
従
い
業
務
を
行
う

べ
き
໋
令
の
発
動
基
準
」
に

関
し
て
通
ୡ
し
、
そ
の
基
準

や
手
続
き
を
明
確
化
し
た
。

具
体
的
に
は
、
地
方
適
正

化
事
業
実
施
機
関
に
よ
る
巡

回
指
導
や
国
交
省
の

査
な

い
が
、
導
入
に
よ
り
、
事
業

者
は
従
来
以
上
に
法
令
遵
守

の
徹
底
を
期
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
。

今
回
の
５
台
未
満
事
業
者

に
対
す
る
໋
令
発
動
基
準
の

通
ୡ
は
、
ߋ
新
制
度
導
入
に

先
ۦ
け
て
事
業
の
適
正
化
を

進
め
る

ੴ
と
も
な
Ζ
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

は「
２
０
２
４
年
問
題
」
に

よ
り
、
運
転
者
の
確
保

や

そ
の

۰
改
善
に
伴
う
人
件

費
増
大
な
ど
が
経
営
を
ѹ
ഭ

し
、
こ
れ
ら
を
要
Ҽ
と
し
た


産
も
増
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
経
営
環
境
の
中

で
、
適
正
な
事
業
経
営
に
向

け
て
法
令
遵
守
の
徹
底
が
一


強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
状

況
へ
の
対
応
が

し
い
事
業

者
の
౫
ଡ
が
進
Μ
で
い
く
こ

と
も
ߟ
え
ら
れ
る
。

（
ラ
Π
λ
ồ

ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

ど
に
よ
り
、
営
業
所
に
配
置

す
る
車
種
別
の
車
両
数
が
事

業
計
画
に
反
し
、
ڐ
可
基
準

を
下
回
る
５
台
未
満
で
あ
る

こ
と
が
把
握
さ
れ
た
場
合
、

改
善
を
求
め
る
໋
令
を
発
出

す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
改
善
期
間

の
原
ଇ
３
か
月
以

に
改
善

報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
と

と
も
に
、
報
告

༰
に
応
じ

て
事
業
計
画
ม
ߋ
認
可
申
請

ま
た
は
届
出
を
行
う
よ
う
指

導
す
る
。

こ
の
໋
令
に
従
わ
ず
、
改

善
期
間

に
報
告
書
の
提
出

や
ඞ
要
な
申
請
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
、
所
定
の「
行
政

ॲ
分
等
の
基
準
」
に
基
づ
き

行
政
ॲ
分
を
行
う
と
と
も

に
、
再
度
の
໋
令
を
発
動
し

し
か
し
、
一
部
の
悪
࣭
な

ҧ
反
を
伴
う
場
合
は
厳
し
い

ॲ
分
を
受
け
て
当
વ
ͩ
Ζ

う
が
、
ڐ
可
基
準
ׂ
れ
事
業

者
で
は
、
運
送
業
務
の
受
ୗ

状
況
が
ࢥ
わ
し
く
な
く
、
や

Ή
を
ಘ
ず
、
ҧ
反
状
ଶ
に
ؕ

っ
て
い
る
場
合
も
多
い
と
み

ら
れ
る
。
そ
れ
が
一
時
的
な

場
合
は
と
も
か
く
、
継
続
し

て
そ
う
し
た
状
ଶ
に
あ
る
場

合
、
ੋ
正
す
る
に
は

事
の

確
保
が
前
提
に
な
る
。
そ
の

見
通
し
が
立
た
な
い
の
で
あ

れ

、
໋
令
を
受
け
て
も
そ

れ
に
従
っ
て
ੋ
正
す
る
こ
と

は

し
い
と
ࢥ
わ
れ
る
。

最
ۙ
の
経
営
環
境
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
Ւ
後
も
輸
送
ध

要
は
期

し
た
ほ
ど
回
෮
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
ͩ
け

に
、
増
車
に
見
合
う

事
を

֫
ಘ
す
る
の
は
༰
қ
で
は
な

い
。
こ
の
た
め
ҧ
反
状
ଶ
を

ੋ
正
で
き
ず
、
厳
し
い
ॲ
分

を
受
け
͟
る
を
ಘ
な
い
と
こ

Ζ
が
গ
な
か
ら
ず
出
て
く
る

可

ੑ
も
あ
る
。

や
Ή
を
ಘ
な
い
事

は

あ
る
に
し
Ζ
、
ҧ
反
状
ଶ
に

あ
る
の
ͩ
か
ら
、
厳
し
い
ॲ

分
も
க
し
方
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
事
業
か
ら
の
ఫ

退
を
༨
ّ
な
く
さ
れ
る
ͩ
け

に
、
行
政
と
し
て
も
ॏ
い
判

断
と
な
Ζ
う
。

事
業
の
適
正
化
に
向
け
て

関
係
規
制
な
ど
が
強
化
さ
れ

て
い
る
が
、
新
た
な
方
策
と

し
て
、
事
業
法
改
正
な
ど
に

よ
り
事
業
ڐ
可
の
ߋ
新
制
度

が
導
入
さ
れ
る
見
通
し
ͩ
。

そ
の
झ
ࢫ
は
、
法
令
を
遵

守
ͤ
ず
、
ҧ
反
を
܁
り
ฦ
す

不
適
正
事
業
者
な
ど
を
ഉ
除

し
、
事
業
の
適
正
化
を
進
め

る
こ
と
に
あ
る
よ
う
ͩ
。
ߋ

新
要
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
か
は
ま
ͩ
分
か
ら
な

て
改
善
を
求
め
る
。
こ
の
再

度
の
໋
令
に
も
従
わ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
ॲ
分
基
準
に

基
づ
き
、
事
業
ڐ
可
の
取
り

消
し
ॲ
分
を
行
う
。

ࣄ
ۀ
ܭ
ը
ҧ

Ͱ
վ
ળ
໋
ྩ

車両５台未満に対し厳格に対処

再度の命令違反で許可取消処分

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
求
荷
求
車

報
ネ
ッ

ト
ϫ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
̠
Ｉ
Ｔ
の

成
約
運
賃
指
数
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
４
月
の
指
数

は
１
３
７
で
前
月
比
６

㌽
ݮ
、
前
年
同
月
比
７

㌽
上
昇
し
た
。
成
約
運

賃
指
数
が
前
年
同
月
比
で
上

昇
す
る
状
況
が
継
続
し
て
い

る
。荷

物

報（
求
車
）
ొ


件
数
は
13
万
６
５
３
８
件

で
、
前
年
同
月
比
７
・
６
％

ݮ
গ
。
成
約
率
は
18
・
１
％

で
同
２
・
０
㌽
上
昇
し
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
令
和

７
年
度「
事
故
防
止
対
策
支

援
推
進
事
業
」（
ඃ
害
者
保
護

増
進
等
事
業
費
ิ
助
金
）と

し
て
、先
進
安
全
自
動
車（
̖

̨
̫
）の
導
入
や
運
行
管
理

の
高
度
化
に
対
す

る
機
ث
な
ど
の
導

入
ิ
助
を
実
施
し

て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、

ࣥ
行
団
体
の
Ｔ
̤

̥
̥
̖
̣
が
５
月
８
日
か
ら

８
年
１
月
30
日
ま
で
、
ิ
助

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
る

（
運
輸
支
局
な
ど
で
は
受
け

付
け
て
い
な
い
）。

同
事
業
の
う
ち
、
運
行
管

理
の
高
度
化
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者（
リ
ー
ス
ܖ
約
先

を
ؚ
Ή
）の
み
を
対
象
に
７

月
31
日
ま
で
申
請
受
付
を
実

施
し
て
い
る
。

ิ
助
対
象

は
、
一
般
・
特

定
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
に

該
当
す
る
中
小

企
業
者
、
お
よ

国
交
省
は
、
令
和
７
年
度

「
モ
ー
μ
ル
γ
フ
ト
加
速
化

事
業
費
ิ
助
金
」
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ

行
団
体
の
ύ
γ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
π（
̥
Ｃ
̠
̠
）

が
公
募
を
行
っ
て
い

る
。公

募
期
間
は
６
月

12
日
ޕ
後
�
時
ま
で

（
ඞ
着
）。

コ
ン
テ
ナ
ラ

ン

ド
ユ
ー
ス
な
ど
の
先

進
的
な
モ
ー
μ
ル
γ

フ
ト
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
場
合
に
お

い
て
、
モ
ー
μ
ル
γ

フ
ト
の
推
進
に
ࢿ
す

る
機
ث
の
導
入
な
ど

を
行
う
実
証
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
ิ
助
す
る
も

の
。ิ

助
対
象
事
業
者
は
、
荷

主
企
業
お
よ
び
貨
物
運
送
事

業
者
な
ど
の
物
流
に
係
る
関

係
者
に
よ
っ
て
ߏ
成
さ
れ
る

協
議
会
で
、
実
施
計
画
が
物

流
૯
合
効
率
化
法

に
基
づ
く
認
定
を

受
け
た
も
の
。

ิ
助
対
象
設
備
・
機
ث

は
、コ
ン
テ
ナ（
ド
ラ
イ
、定

Թ
な
ど
）や
荷
役
機
）ث
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ợ
コ
ン
テ
ナ

な
ど
の
荷
役
に
使
用
す
る
も

の
に
限
定
Ụ・
ト
ッ
プ
リ
フ

タ
ー
・
リ
ー
ν
ス
タ
ッ

Χ
ー
な
ど
）、
ト
ラ
ッ

ク（
ྫྷ
ଂ
・
ྫྷ
ౚ
ト
ラ

ッ
ク
、
大
ܕ
コ
ン
テ
ナ

専
用
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）、

輸
送
機
）ث
ト
Ϩ
ー
ラ
、

γ
Ỿ
ー
γ
な
ど
）、
そ

の
他
の
機
設・ث
備（
Ｇ

̥
・̨通
৴
機
ث
な
ど
）。

ิ
助
率
は
、
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以

。

ิ
助
対
象
事
業
者
へ
の

交
付
決
定
は
、７
月
上

०
ࠒ
を
予
定
。

公
募
要
ྖ
な
ど
詳
細
は
、

同
事
業
の
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
モ
ー

μ
ル
γ
フ
ト
加
速
化
事
業
事

務
局
／
̥
Ｃ
̠
（̠
ὸ
０
５

０
・
５
７
９
９
・
８
５
７
０
）

び
リ
ー
ス
事
業
者
。
各

置

は
い
ず
れ
も
６
年
４
月
１
日

以
降
に
ߪ
入
・
支
払
い
ऴ
了

し
た
も
の
が
対
象
。
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
対
象
と
し
た
ิ

助

༰
は
、次
の
通
り
。

˗
̖
̨
̫
の
導
入
支
援

▽
ิ
助
率
＝
２
分
の
１

▽
対
象

置
／
ิ
助
上
限

額
＝
車
ྠ

落
予
ஹ
検
知


置（
後
付
け
の
も
の
に
限
る
）

／
１
台
当
た
り
上
限
５
万
円

※
ิ
助
対
象
機
ث
は
国
交

省
指
定
の
も
の

▽
対
象
車
両
＝
車
両
૯
ॏ

量
８
Ἁ
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク

˗
運
行
管
理
の
高
度
化
支
援

（
国
交
大
臣
が
選
定
し
た
も

の
が
対
象
）

▽
ิ
助
率
＝
２
分
の
１

▽
対
象

置
／
１
台
当
た

り
ิ
助
上
限
額

①
σ
ジ
タ
ル
ࣜ
運
行
ه


計
／
車
ࡌ
ث
３
万
円
、
事
務

所
用
機
ث
10
万
円

②
一
体
ܕ
／
車
ࡌ
ث
４
万

円
、事
務
所
用
機
ث
13
万
円

③
通
৴
機

付
き
一
体
ܕ

／
車
ࡌ
ث
10
万
円
、
事
務
所

国
交
省
で
は
４
月
30
日
か

ら
、「
荷
役
作
業
の
効
率
化

の
た
め
の『
標
準

様
ύ
Ϩ

ッ
ト
』
の
利
用
ଅ
進
支
援
事

業
費
ิ
助
金
」
の
公
募
を
行

っ
て
い
る
。

Ϩ
ン
タ
ル
ύ
Ϩ
ッ
ト
事
業

を
営
Ή
Ϩ
ン
タ
ル
ύ
Ϩ
ッ
ト

事
業
者
か
ら
ิ
助
対
象
要
件

ύ
Ϩ
ッ
ト（
標
準

様
ύ
Ϩ

ッ
ト
）を
導
入
す
る
荷
主
・

物
流
事
業
者
等
に
対
し
、
荷

役
作
業
の
効
率
化
に
取
り
組

Ή
事
業
、
お
よ
び
ิ
助
対
象

要
件
ύ
Ϩ
ッ
ト
を
効
果
的
に

活
用
し
、
物
流
の
効
率
化
に

取
り
組
Ή
事
業
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
ิ
助
す
る
こ
と

に
よ
り
標
準

様
ύ
Ϩ
ッ
ト

の
利
用
ଅ
進
を
図
り
、
一
؏

ύ
Ϩ
ν
θ
ー
γ
ἀ
ン
に
よ
る

荷
役
等
の
効
率
化
に
ࢿ
す
る

取
り
組
み
を
、
よ
り
一

推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。

こ
れ
に
伴
い
、
ࣥ
行
団
体

の
ύ
Ϩ
ッ
ト
標
準
化
ଅ
進
事

業
事
務
局
／
ύ
γ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
π（
̥
Ｃ
̠

̠
）が
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

公
募
期
間
は
、６
月
12
日

ޕ
後
４
時
ま
で	

ඞ
着


。
ิ

助
対
象
事
業
者
へ
の
交
付
決

定
は
、６
月
下
०
ࠒ
を
予
定
。

事
業
期
間
は
、
交
付
決
定
日

～
８
年
１
月
23
日
ま
で
。

導
入
す
る
ύ
Ϩ
ッ
ト
は
、

平
໘
サ
イ
ζ
１
１
０
０
º
１

１
０
０
ἄ
ἇ
で
、
調
ୡ
ܗ
ଶ

が
Ϩ
ン
タ
ル
な
ど
の
要
件
を

満
た
し
、
か
つ
主
に
輸
送
用

と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が

対
象
。

ൖ
送
設
備
ྫ
と
し
て
は
、

ύ
Ϩ
タ
イ
β
ー
や
ラ
ッ
ク
、

ϋ
ン
ド
リ
フ
ト
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
ύ
Ϩ
ッ
ト
ロ
ー
ラ

ー
、
ਨ
直
ൖ
送
機
、
フ
ィ
ル

ム
แ

機
、
輸
送
・
保
管
Ϙ

ッ
ク
ス
の
ほ
か
、
ิ
助
対
象

要
件
ύ
Ϩ
ッ
ト
の
導
入
に
伴

う
設
備
と
し
て
ඞ
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
。

あ
わ
ͤ
て
、
標
準

様
の

Ϩ
ン
タ
ル
ύ
Ϩ
ッ
ト
導
入
に

伴
い
、
不
要
と
な
る
ݱ
ࡏ
保

有
す
る
ύ
Ϩ
ッ
ト
の
ॲ
分
費

用
に
つ
い
て
も
ิ
助
す
る
。

ิ
助
率
は
、
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以

。
荷
役
作
業

の
効
率
化
に
取
り
組
Ή
事
業

に
係
る
支
援
は
５
０
０
万

円
、
ิ
助
対
象
要
件
ύ
Ϩ
ッ

ト
を
効
果
的
に
活
用
し
、
物

流
の
効
率
化
に
取
り
組
Ή
事

業
に
係
る
支
援
は
、
１
０
０

０
万
円
が
上
限
と
な
る
。

申
請
受
付
は
、
同
事

業
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（I
UUQ
T���Q

B
D
JGJD
�

I
P
KP
�DP
N
�Q
BMMFU�

）

で
行
う
。
申
請
書
ྨ
を
μ


ン
ロ
ー
ド
し
て
作
成
の
上
、

マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
す
る
。

詳
細
は
、
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
参
照
。

用
機
ث
13
万
円

▽
１
事
業
者
当
た
り
ิ
助

上
限
額
＝
80
万
円（
た
ͩ
し
、

前
ه
③
を
ؚ
め
て
ߪ
入
し
た

場
合
は
ิ
助
上
限
額
１
２
０

万
円
）

申
請
受
付
は
、
Ｔ
̤
̥
̥

̖
̣
の
申
請
ϙ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
行
う
。
詳
細
は
、
Ｔ
̤

̥
̥
̖
̣
ま
た
は
国
交
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
ύ
Ϩ

ッ
ト
標
準
化
ଅ
進
事
業
事
務

局
／
̥
Ｃ
̠
（̠
ὸ
０
５
０・

５
４
８
２
・
３
５
２
３
）

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

４
月
は
１
３
７
に

前
年
比
７
㌽
上
昇

全 ト 協
՟協࿈

̖
̨
̫

ӡ
ߦ

ཧ
ߴ

Խ
ػ
ث
ಋ
ೖ
ʹ
ิ
ॿ

ࠃ
ަ
省

７
年
度

「
ඪ
४

༷
ύ
Ϩ
ỽ
τ
」ಋ
ೖ
ʹ
ิ
ॿ

ՙ

࡞
業
ޮ

化

ར
༻
ଅ
ਐ

̒
月
øù
日
ま
で
ެ
募

লަࠃ対策支援ࢭނࣄ
７年度

লަࠃ ϞʔμϧγϑτՃԽ
ं྆ثػಋೖʹิॿ
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̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
ά
に

よ
る
運
転
者
講
習
会
実
施

要
ྖ
説
明
会

øû


మ
߯
物
流
安
全
輸
送

協
議
会
理
事
会
▽
మ
߯
専

門
部
会
通
常
૯
会
▽
正
副

会
長
会
▽
੨
年
部
正
副
本

部
長
会
議
▽
ॏ
量
品
専
門

部
会
通
常
૯
会
▽
同
ݚ
修

会
▽
同
࠙

会

øü


ঁ
ੑ
部
ঁ
ੑ
活
༂
推

進
に
関
す
る
東
京
都
産
業

労
働
局
と
の
意
見
交

会

▽
同
正
副
本
部
長
会
議
▽

同
װ
事
会

ừ
̑
݄
�
Ỗ
��

Ử

ừ
̒
݄
�
Ỗ
��

Ử

̎

 

13
時
30
分
＝
東
ト

協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
検
討
小
ҕ
員
会（
東

ト
૯
合
会
ؗ
）
˝
15
時
＝

同
表
জ
（ࣜ
同
）

̏

 

15
時
＝
ւ
上
コ
ン

テ
ナ
専
門
部
会
通
常
૯
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）
˝
16

時
＝
同
࠙

会（
同
）

̑

 

10
時
＝
安
全
運
転

ݚ
修
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

̒

 

13
時
30
分
＝
ঁ
ੑ

部
ঁ
ੑ
経
営
者
物
流
セ
ϛ

ナ
ー（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

˝
15
時
15
分
＝
同
通
常
૯

会（
同
）
˝
15
時
＝
ロ
ジ

ݚ
通
常
૯
会（
明
࣏
ه
೦

ؗ
）
˝
16
時
＝
੨
年
部
通

【
中
ԝ
ࢧ
෦
】

˗
Ϡ
マ
ト
運
輸
ג
ࣜ
会
社

東
京
主
管
支
ళ
＝
ߐ
東
۠
有

明
１
の
６
の
26
▽
ὸ
03
・
５

５
６
４
・
３
７
３
４
▽
一
般

貨
物
運
送（
ී
通
車
３
９
４

台
、
小
ܕ
車
26
台
、
ඃ
け
Μ

引
車
５
台
、け
Μ
引
車
５
台
、

軽
車
両
41
台
）

【
ਿ
ฒ
ࢧ
෦
】

˗
ώ
タ
ν
ג
ࣜ
会
社
＝
ਿ

ฒ
۠
ٶ
前
１
の
19
の
14
Ҫ
の

頭
８
߸
ؗ
２
０
１
▽
ὸ
03
・

５
９
４
１
・
６
７
８
４
▽
一

般
貨
物
運
送（
ී
通
車
33
台
）

【
൘
ڮ
ࢧ
෦
】

˗
ג
ࣜ
会
社
ア
イ
β
＝
൘

ڮ
۠
上
൘
ڮ
２
の
２
の
６
▽

東
ト
協
ݩ
ौ
୩
支
部
長
の

Ӊ
都
ٶ

）ࢯ
サ
Ω
ỿ
Ϩ
代

表
取
క
役
社
長
）が
、
５
月

３
日
死
ڈ
し
た
。
ڗ
年
75
ࡀ

ͩ
っ
た
。通

は
５
月
12
日
、

告
別
ࣜ
は
ཌ
13
日
、
大
ా
۠

ὸ
03
・
５
９
２
１
・
３
０
０

５
▽
一
般
貨
物
運
送（
ී
通

車
１
台
、小
ܕ
車
４
台
）、利

用
運
送

【

東
ࢧ
෦
】

˗
Ｂ
Ｉ
Ｇ
㏯１
Ｔ
̧
̖
̣

̨
Ｉ
̖
ג
ࣜ
会
社
＝
ߐ
東
۠

新

場
１
の
１
の
６
▽
ὸ

03
・
５
５
３
４
・
６
１
０
１

▽
一
般
貨
物
運
送（
ී
通
車

10
台
）

【
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
】

˗
ג
ࣜ
会
社
大
๛
＝

生

ࢢ

ా
Ԃ
１
の
20
の
４
の
１

０
５
▽
ὸ
０
４
２・５
１
３・

７
０
９
９
▽
一
般
貨
物
運
送

（
ී
通
車
６
台
）、利
用
運
送

˗
エ
ー
ビ
ー
Χ
ー
ΰ
東
日

本
ג
ࣜ
会
社
＝

多
ຎ
܊
ਸ਼

ึ
ொ
高
ࠜ
６
２
３
ロ
ジ
ϙ
ー

ト
多
ຎ
ਸ਼
ึ
４
̛
▽
ὸ
０
４

東
ւ
の
ྟ
ւ
ࡈ
場
で
Ӊ
都
ٶ

Ո
・
サ
Ω
ỿ
Ϩ
の
合
同

と

し
て
ࣥ
り
行
っ
た
。
主
は
、

基
行
ࢯ
。

同
ࢯ
は
理
事（
平
成
16
年

～
20
年
）、常

理
事（
同
20

年
～
30
年
）、
ौ
୩
支
部
長

（
同
20
年
～
26
年
）を
ྺ

。

দ
Լ

७
࣏
）ࢯ
エ
ム
・

テ
ィ
・
エ
ス
代
表
取
క
役
・

多
ຎ
支
部
）５
月
６
日
、
死

ڈ
。
76
ࡀ
。
通

は
５
月
16

日
、
告
別
ࣜ
は
ཌ
17
日
、


ӽ
ࢢ
ຽ

ԓ
や
す
ら
͗
の
さ

と
第
３
ࣜ
場
で
ࣥ
り
行
っ

た
。

主
は
࠺
、正
ࢠ
ࢯ
。

ݩ
ौ
୩
ࢧ
෦


Ӊ
都
ٶ
ࢯ
͕
ࢮ
ڈ

常
૯
会（
同
）
˝
17
時
＝

ࡾ
組
৫
合
同
૯
会
࠙

会

（
同
）

̓



８
時
30
分
＝
本
部

݈
߁
診
断（
東
ト
૯
合
会

ؗ
／
～
８
日
）

̕

 

15
時
＝
引
ӽ
専
門

部
会
通
常
૯
会（
東
ト
૯

合
会
ؗ
）
˝
16
時
＝
同
࠙


会（
同
）

øù

 

17
時
＝
ロ
ジ
ݚ
セ

ϛ
ナ
ー（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

２
・
５
１
３
・
９
６
０
０
▽

一
般
貨
物
運
送（
ී
通
車
６

台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

４
月
分

ˑελϯυ ฏۉ �������ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ �������ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ �������ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ �������ԁ

東
ト
協
は
７
月

12
日
と
19
日
、
令

和
７
年
度
第
１
回

「
運
行
管
理
者
試

験
事
前
講
習
会
」

を
実
施
す
る
。
各

日
と
も
講
習
時
間

は
ޕ
前
８
時
50
分

～
ޕ
後
４
時
45
分

ま
で
。
会
場
は
東

ト
૯
合
会
ؗ
７
֊

大
会
議
ࣨ
。

受
講
対
象
は
会

員
事
業
者
で
都


営
業
所
に
所
属
し
、
今
年
度

第
１
回
運
管
試
験（
貨
物
／

８
月
２
日
～
31

日
）の
受
験
予

定
者
。

申
込
期
間
は
、６
月
16
日

ޕ
前
10
時
か
ら
７
月
４
日
お

よ
び
11
日
の
各
ޕ
後
５
時

ま
で（
先
着
ॱ
、
定
員
に
ୡ

し
次
第
、
受
付
ऴ
了
）。
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）

の「
申
込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

申
し
込
Ή
。

定
員
は
各
講
࠲
と
も
90

人
。
受
講
料
は
無
料（
別
్

テ
Ω
ス
ト
代
が
ඞ
要
）。
講

習

༰
と
講
ࢣ
は
次
の
通
り
。

①
運
管
試
験（
貨
物
）
対

策
講
習
＝
試
験
の
傾
向
を
分

ੳ
し
て
、
出
題
ස
度
の
高
い

分
、
そ
の
他
30

分
）の
日
程
。

各
コ
ー
ス
と

も
、
遅
ࠁ
や
్

東
ト
協
は
、
令
和
７
年
度

の「
安
全
ੑ
優
ྑ
事
業
所
認

定
制
度
」（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）

の
申
請
受
付
に
先
立
ち
、６

月
に
本
部
会
場（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）と
多
ຎ
支
部（
ࡾ
多

ຎ
自
動
車
会
ؗ
）で
、
ݸ
別

の
事
前
૬
ஊ
会
を
開
催
す

る
。
参
加
費
は
無
料
。

対
象
は
、
新
規
お
よ
び
ߋ

新
申
請（
主
に
申
請
方
ࣜ
・̖

Ｃ
）を
予
定
し
、
申
請
に
ඞ

要
な
書
ྨ
の
事
前
点
検
を
希

望
す
る
事
業
者
。
૬
ஊ
会
で

は
、
事
業
者
が
準

備
し
た
書
ྨ
に
つ

い
て
、
適
正
化
指

導
員
が
ݸ
別
૬
ஊ

に
応
じ
る
。

開
催
֓
要
は
次

の
通
り
。

▽
本
部
会
場
＝
６
月
19
・

20
日
の
２
日
間
／
定
員
は
各

日
35
社
程
度
／
受
付
期
間
＝

６
月
18
日
ま
で（
５
月
26
日

か
ら
受
付
開
࢝
）

※
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
̝
̥
）の「
申
込
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
、
希
望
す
る
時
間
ଳ
の

申
し
込
み
を
行
う
。
申
し
込

み
後
の
Ω
Ỿ
ン
セ
ル
や
ม
ߋ

は
、
適
正
化
事
業
部
へ
ి


連
བྷ
を
す
る
こ
と

▽
多
ຎ
支
部
会
場
＝
６
月

23
・
24
日
の
２
日
間
／
定
員

東
ト
協
は
６
月

25
・
26
日
、
東
ト

૯
合
会
ؗ
で
令

和
７
年
度「
巡
回

指
導
に
係
る
ݚ
修

会
」を
開
催
す
る
。

25
日
は
ޕ
後
１
時

30
分
か
ら
、
26
日

は
ޕ
前
10
時
か

ら
開
催（
同
じ


༰
）。
ݚ
修
時
間

は
お
お
Ή
Ͷ
２
時

間
程
度
。

東
ト
協
と
東
京
高
速
道
࿏

交
通
安
全
協
議
会
は
６
月
５

日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ
で
令
和

７
年
度「
安
全
運
転
ݚ
修
会
」

を
開
催
す
る
。
同
日
は
ޕ
前

10
時
か
ら
と
ޕ
後
１
時
30
分

か
ら
の
２
回
開
催
。
ݚ
修
時

間
は
各
回
と
も
に
お
お
Ή
Ͷ

２
時
間
程
度
。
会
場
は
、
東

ト
૯
合
会
ؗ
７
֊
大
会
議

ࣨ
。
参
加
費
は
無
料
。

定
員
は
各
回
80
人（
先
着

定
員
は
各
日
40
人（
東
ト

協
会
員
事
業
者
を
優
先
）。

は
各
日
20
社
程
度

※
多
ຎ
支
部
へ
ి

で
申

し
込
Ή

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照
。

参
加
費
は
無
料
。

受
講
対
象
は
、
今
年
度
Ｇ

マ
ー
ク
認
定
申
請
を
予
定
し

て
い
る
新
規
・
ߋ
新
申
請
事

業
所
、
お
よ
び
巡
回
指
導
を

߇
え
て
い
る
事
業
所
。

受
講
申
し
込
み
の
受
付
は

６
月
24
日
ޕ
後
５
時
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付

ऴ
了
）、
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の「
申
込
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
行
う
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

協
適
正
化
事
業
部（
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
８
）

ॱ
／
定
員
に

ୡ
し
次
第
受

付
ऴ
了
、
１

社
２
人
ま
で
）。

ݚ
修

༰
／
講
ࢣ
は
次
の

と
お
り
。
第
１
部
＝「
交
通

事
故
の
防
止
と
安
全
運
転
の

ϙ
イ
ン
ト
」
／
東
ト
協
適
正

化
事
業
部
୲
当
者
、
第
２
部

＝「
高
速
道
࿏
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止
～
実
際
の
事
故

事
ྫ
に
学
Ϳ
」
／
ܯ
視
ி
高

速
道
࿏
交
通
ܯ

ୂ
୲
当

。

申
込
క
め
切
り
は
６
月
４

日
。
受
講
申
し
込
み
は
、
東

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
セ
ϛ

ナ
ー

報
の
開
催
案
「
申

込
フ
ォ
ー
ム
」か
ら
。

問
題
を
中
心
に
解
説
す
る
、

ϙ
イ
ン
ト
を
ߜ
っ
た
講
習
／

̣
̭
૯
合
ݚ
ڀ
所
の

ᬑ
߁

二
）ࢯ
テ
Ω
ス
ト
代
１
５
０

０
円
・
税
込
み
）

②
模
ٖ
試
験
ˍ
直
前
対
策

講
）࠲
２
部
ߏ
成
）
＝
１
部

は
ಠ
自
予

の
模
ٖ
試
験
と

そ
の
詳
細
な
解
説
、
２
部
は

ॏ
要
ϙ
イ
ン
ト
ڭ
材
に
よ
る

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

協
適
正
化
事
業
部（
ὸ
03
・

３
３
５
９
・
４
１
３
８
）

▽
問
い
合
わ
ͤ
・
申
し
込

み
先
＝
東
ト
協
適
正
化
事
業

部（
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
８
）、多
ຎ
支
部（
ὸ
０

４
２
・
５
２
４
・
３
４
６
９
）

の「
運
転
者
台
帳
」
に
受
講

し
た
年
月
日
を
ه
ࡌ
し
た
の

ち
、３
年
間
保
ଘ
す
る
ඞ
要

が
あ
る
。

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
新
規
事
業
と
し
て
令
和

７
年
度「
̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
ά

に
よ
る
ॳ

運
転
者
特
別
講

習
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
本
部
で
実
施
し
て
い

た
集
合
ܗ
ࣜ
の
講
習
会
を
、

職
場
や
自

な
ど
Φ
ン
ラ
イ

ン
で
受
講
が
可

と
な
る
。

配
৴
ス
έ
ジ
ỿ
ー
ル
の
中
か

ら
希
望
す
る
受
講
日
が
選
択

可

で
、
利
ศ
ੑ
を
向
上
さ

ͤ
て
い
る
。

受
講
対
象
者
は
、
都

の

会
員
事
業
所
に
所
属
す
る
運

転
者
と
し
て
常
時
選

す
る

た
め
に
新
た
に
雇
い
入
れ
た

者
。
実
施
期
間
は
８
年
３
月

31
日
ま
で
。
受
講
料
は
協
会

が
ෛ
୲
す
る
た
め
、無
料
。

講
習
で
は
、
国
土
交
通
省

告
示
で
定
め
ら
れ
て
い
る

「
ॳ

運
転
者
に
対
す
る
特

別
な
指
導
」
に
規
定
さ
れ
て

い
る
12
項
目（
実
車
を
用
い

て
行
う
指
導
は
除
く
）の
ڭ

ҭ

༰
を
࠲
学
で
15
時
間

（
法
定
要
件
）
実
施
す
る
も

の
。
事
業
者
に
は
実
車
を
用

い
た
指
導
や
20
時
間
以
上
の

ఴ

指
導
の
実
施
が
ඞ
要
。

３
日
間
コ
ー
ス
は
、
毎
週

月
～
水
༵
日（
ॕ
日
の
場
合

は
ཌ
日
に
܁
り
ӽ
し
）の
ޕ

前
９
時
30
分
か
ら
ޕ
後
４
時

ま
で
。
１
日
５
時
間
ʷ

３
日
間（
ன
休
ܜ
60
分
、

そ
の
他
30
分
）の
日
程
。

６
月
か
ら
࢝
ま
る
２

日
間
コ
ー
ス
は
、
毎
週


・
金
༵
日
の
ޕ
前

９
時
か
ら
ޕ
後
６
時
ま

で
。
１
日
７
・
５
時
間

ʷ
２
日
間（
ன
休
ܜ
60

令
和
７
年
度

の
安
全
ੑ
優
ྑ

事
業
所（
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
）
関
東
運
輸
局

長
表
জ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
東
ト
協
で
は
、
表
জ

基
準
に
該
当
す
る
事
業
所
の

申
請
を
受
け
付
け
、
推
ન
す

る（
対
象
事
業
所
に
は
東
ト

協
か
ら
案

文
書
を
送
付
）。

申
請
書
ྨ
の
提
出
期
限
は

６
月
30
日
ま
で（
ඞ
着
）。

表
জ
基
準
は
、
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
認
定
を
連
続
し
て
10

年
以
上
取

ಘ
し
、
Ｇ

マ
ー
ク
支
局
長
表
জ
を

受
賞
し
て
い
る
事
業
所

で
、
直
ۙ
の
Ｇ
マ
ー
ク

認
定
の
૯
合
評
価
が
90

点
以
上
、
ま
た
は「
安

全
ੑ
に
対
す
る
取
組
の
積
ۃ

ੑ
」
に
係
る
評
価
点
数
が
15

点
以
上
な
ど
。

詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照（
書
ྨ
様
・ࣜ

ه
ࡌ
ྫ
な
ど
の
μ

ン
ロ
ー

ド
が
可

）。

▽
申
請
書
ྨ
の
提
出
・
問

い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト
協
適

正
化
事
業
部（
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
４
１
３
８
、
̛
̖
̭

03
・
３
３
５
９
・
６
０
０
９
）

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

講
ٛ
の
直
前
対
策
講
࠲
／
Ｗ

Ｉ
̣
Ｇ
ジ
Ỿ
ύ
ン
特
定
社
会

保
ݥ
労
務
士
・
行
政
書
士
の

ࢁ
ా
৴

）ࢯ
テ
Ω
ス
ト
代

３
０
０
０
円
・
税
込
み
）

詳
細
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

参
照
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

中
退
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。

開
催
日
程
は
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）で
確
認

で
き
る
。
10
月
以
降
の
日
程

は
８
月
以
降
に
掲
ࡌ
予
定
。

申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
事
前
予
約
制
。

東
ト
協
̝
̥
の「
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
」（
Լ
ه
ೋ
࣍
ݩ
ί

ồ
υ
Λ
ࢀ
র
）に
ඞ
要
事
項

を
入
力
す
る
。
各
コ
ー
ス
１

開
催
当
た
り
の
定
員
は
50
人

程
度
で
、定
員
に
ୡ
し
次
第
、

受
付
を
ऴ
了
す
る
。
申
し

込
み
の
క
め
切
り
は
、
受

講
日
の
１
週
間
前
の
月
༵

日
ま
で
。

講
習
の「
ڭ
ҭ
実
施
ه



」
は
、
ҕ
ୗ
業
者
よ

り
配
৴
さ
れ
る
の
で
、
受

講
ऴ
了
後
、
会
員
管
理
者

が
検
ҹ
し
、
当
該
運
転
者

ೋݩ࣍ίʔυ

毎週受講が可能に

౦ト協

̚
㏯ϥ
ồ
χ
ϯ
ά
ܗ
ࣜ
で

ॳ

ӡ
స
ऀ
ಛ
ผ
ߨ
श
Λ
࣮
ࢪ

６
月
��
・
��
日

ଟ
ຎ
ձ


６
月
��
・
��
日

ຊ
෦
ձ


巡回指導に係る研修会౦ト協

Ｇ
マ
ー
ク
申
請

個
別
事
前
相
談
会

౦ト協

ӡࣄݧࢼલߨशձ ̓
ୈ̍ճ

安
全
運
転
研
修
会

౦
ト
協

ߴ

҆
協

６
月
��
日
か
ら

ਃ

ड


౦ト協

関運局長表彰
̜ϚʔΫۀࣄॴ̓

̒
月
ú÷
日
ま
で

ਃ

ॻ
ྨ

ͷ
ఏ
ग़
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東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
令
和
７

年
度
も
引
き
続

き
、
環
境
改
善
ଅ

進
の
た
め
、
環
境

ੑ

優
ྑ
ト
ラ
ッ

ク
と
省
エ
ネ
機
ث

の
導
入
に
関
す
る

ิ
助
事
業
を
実
施

７
月
31
日
ま
で
）

˗
対
象
車
両
＝
新
車
新

規
ొ

車
で
、
車
両
૯
ॏ
量

２
・
５
Ἁ

の
事
業
用
環
境

ੑ

優
ྑ
ト
ラ
ッ
ク（
使
用

の
本
ڌ
地
が
東
京
都

の
も

の
）／
①
ѹ
ॖ
ఱ
વ
ガ
ス（
Ｃ

̣
Ｇ
・
̡
̣
Ｇ
）ト
ラ
ッ
ク
、

②
ϋ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
̝
̫
）

ト
ラ
ッ
ク
、③
ి
）ؾ
̚
̫
）

ト
ラ
ッ
ク
、ᶆ
燃
料
ి
（
̛

Ｃ
̫
）ト
ラ
ッ
ク

※
̚
̫
・
̛
Ｃ
̫
ト
ラ
ッ

ク
は
、
車
両
の
使
用
者
が
、

中
小
企
業
者（
ࢿ
本
金
３
ԯ

円
以
下
ま
た
は
従
業
員
数

３
０
０
人
以
下
）に
限
る

˗
ิ
助
台
数
＝
Ｃ
̣
Ｇ
・

̝
̫
ト
ラ
ッ
ク
27
台（
１
事

業
者
20
台
ま
で
、
東
ト
協
ิ

助
金
分
）、
̚
̫
・
̛
Ｃ
̫

ト
ラ
ッ
ク（
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
予
算

）

˗
ิ
助
額
＝
車
種
別
の
ิ

助
額
は
ද
の
通
り
。
ߪ
入
・

リ
ー
ス
い
ず
れ
も
同
額

��

˗
申
請
手
続
き
＝
事
前
申

請
を
基
本
に
、
交
付
決
定
を

受
け
た
新
規
ొ

車
で
、８

年
３
月
13
日
ま
で
に
ొ



了
、
19
日
ま
で
に
実

報
告

が
可

な
こ
と

【
ল
Τ
ω
ର
ࡦ
༻
ػ
ث
ಋ
ೖ

ิ
ॿ
】

˗
ิ
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者
で
、
都

を
使

用
の
本
ڌ
地
と
す
る
事
業
用

貨
物
自
動
車
に
、
省
エ
ネ
対

策
用
機
ث
を
新
た
に
導
入
す

る
事
業
者

˗
受
付
期
間
＝
６
月
２
日

～
８
年
２
月
27
日（
予
算
枠

に
ୡ
し
た
時
点
で
、
受
付
ऴ

了
）

※
国
の
ิ
助
な
ど
が
あ
る

場
合
、
そ
の
額
に
応
じ
て
ิ

助
額
を
ݮ
額
す
る
こ
と
が
あ

る
˗
ิ
助
台
数
＝
20
台（
１

社
合
わ
ͤ
て
５
台
ま
で
）

˕
環
境
タ
イ
Ϡ（
リ
ト
Ϩ

ッ
ド
タ
イ
Ϡ
）

˗
ิ
助
額
＝
ߪ
入
金
額
の

２
分
の
１
ま
た
は
５
万
円

（
上
限
）の
い
ず
れ
か
গ
な

い
金
額（
東
ト
協
指
定
の
環

境
タ
イ
Ϡ
ߪ
入
が
対
象
）

※
ブ
リ
ξ
ス
ト
ン
タ
イ
Ϡ

ι
リ
ỿ
ー
γ
ἀ
ン
ジ
Ỿ
ύ
ン

の
ト
ー
タ
ル
ύ
ッ
έ
ー
ジ
プ

ラ
ン
、
ॅ
༑
ΰ
ム

業
の
エ

コ
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
も
対
象

（
７
年
４
月
以
降
に
導
入
し

た
も
の
に
限
る
）

˗
ิ
助
事
業
者
数
＝
60
社

（
１
社
１
申
請
の
み
）

詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照

※
ิ
助
対
象
機
ث
・

ิ
助
額
は
、次
の
通
り

˕
̚
̢
（̨
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
管
理
γ
ス
テ
ム
）
機
ث
・

̙
（̧
ド
ラ
イ
ブ
Ϩ
コ
ー
μ

ー
）機
ث

˗
ิ
助
額（
定
額
）
＝
①

̚
̢
̨
機
ث
／
１
万
円
、
②

̙
̧
機
ث
／
１
万
円

˗
ิ
助
台
数
＝
４
０
０
台

（
①
②
合
わ
ͤ
て
１
社
15
台

ま
で
）

˕
ア
イ
ド
リ
ン
ά
ス
ト
ッ

プ
支
援
機
ث

˗
ิ
助
額
＝
①


マ
ッ

ト（
ߪ
入
の
み
）
／
ߪ
入
価

格
の
２
分
の
１
ま
た
は
１
万

円（
上
限
）の
い
ず
れ
か
গ

な
い
金
額
、②
エ
ア
ώ
ー
タ・

車
ࡌ
バ
ッ
テ
リ
ー
ࣜ
ྫྷ



置（
ߪ
入
・
リ
ー
ス
）
／
ߪ

入
価
格
の
２
分
の
１
ま
た
は

６
万
円（
上
限
）の
い
ず
れ

か
গ
な
い
金
額

▽
申
請
・
問
い
合
わ
ͤ
先

＝
東
ト
協
業
務
部
交
通
・
環

境
Ｇ「
環
境
対
策
૭
ޱ
」（
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
�
６
１
７
）

し
、
会
員
事
業
者
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
東

京
都（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）や
国
の
支

援
策
と
合
わ
ͤ
て
活
用
す
る

よ
う
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

【

ڥ
ੑ

༏
ྑ
ト
ラ
ッ
ク

ಋ
ೖ
ิ
ॿ
】

˗
ิ
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者（
会
費
未
ೲ
が

な
い
こ
と
）

˗
申
請
受
付
期
間
＝
５
月

15
日
～
令
和
８
年
１
月
30
日

（
４
～
６
月
の
ొ

車
両
は

【
都

ڥ
อ
શ
資
ۚ
】

中
小
企
業
者（
ݸ
人
事
業

者
を
ؚ
Ή
）が
指
定

公
害・


燃
費
車
を
ߪ
入
す
る
際
、

都
が
༥
ࢿ
を
Ѻ
ટ
し
、
東
京

৴
用
保
証
協
会
の
৴
用
保
証

に
よ
り
取
ѻ
金
༥
機
関
が
༥

ࢿ
。
༥
ࢿ
利
率
が

利
で
、

都
が
利
ࢠ
ิ
څ
や
৴
用
保
証

料
を
ิ
助
す
る
。

˙
༥
ࢿ
対
象
車
両
な
ど
＝

指
定

公
害
・

燃
費
車
へ

の
ങ
い

え
＝
所
有
の
都


ొ

車
両
を
道
࿏
運
送
車
両

法
に
基
づ
く
ຣ
消
を
行
い
、

分
の
１
／
保
証
料
ิ
助
３
分

の
２˙

申
請
受
付
期
間
＝
４
月

１
日
～
８
年
３
月
31
日

˙
申
込
先
＝
取
ѻ
金
༥
機

関
▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
京

都
環
境
局
環
境
改
善
部
自
動

車
環
境
課

公
害
化
支
援
୲

当（
ὸ
03
・
５
３
８
８
・
３

５
３
５
）

【
ѹ
ॖ
ఱ
વ
Ψ
ε
ớ
̘
̣
̜
Ờ

ࣗ
ಈ
ं
ಋ
ೖ
ิ
ॿ
】

˙
ิ
助
対
象
者
＝
都

の

中
小
企
業
者
な
ど

˙
ิ
助
対
象
車
両
＝
Ｃ
̣

Ｇ
自
動
車（
車
両
૯
ॏ
量
３・

５
Ἁ
以
下
を
除
く
）

˙
ิ
助
額
＝
①
車
両
૯
ॏ

量
３
・
５
Ἁ

８
Ἁ
以
下
／

１
台
10
万
円
、
②
同
８
Ἁ


／
１
台
20
万
円

˙
受
付
期
間
＝
４
月
１
日

～
８
年
２
月
27
日

˙
実

報
告
の
提
出
期
限

＝
８
年
３
月
31
日

【
ϋ
Π
ϒ
Ϧ
ッ
υ
ớ
̝
̫
Ờト

ラ
ッ
ク
ಋ
ೖ
ิ
ॿ
ۚ
】

˙
ิ
助
対
象
者
＝
都

の

中
小
企
業
者
で
、
①
一
般
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
、
②

第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事

業
者
、
③
自
動
車
リ
ー
ス
事

業
者（
企
業
規
模
は
問
わ
な

い
）。
た
ͩ
し
、
使
用
者
が

①
②
に
該
当
す
る
場
合
の
み

˙
ิ
助
対
象
車
両
＝
優
ྑ

̝
̫
ト
ラ
ッ
ク

˙
ิ
助
額
＝
ิ
助
対
象
経

費
か
ら
国
の
ิ
助
額
を
除
い

た
額（
使
用
台
数
２
０
０
台

未
満
）、
ิ
助
対
象
経
費
か

ら
国
の
ิ
助
額
を
除
い
た
額

の
２
分
の
１（
同
２
０
０
台

以
上
）

˙
ิ
助
限
度
額
＝
①
最
大

積
ࡌ
量
４
Ἁ
未
満
／
１
台
16

万
４
０
０
０
円（
使
用
台
数

２
０
０
台
未
満
の
事
業
者
41

万
７
０
０
０
円
）、
②
同
４

Ἁ
以
上
／
１
台
57
万
１
０
０

０
円（
同
１
４
５
万
２
０
０

０
円
）

˙
申
請
受
付
期
間
＝
６
月

中
०
～
８
年
３
月
	
４
～

５
月
の
ొ

車
両
は
７
月


ま
で
を
予
定
）

˙
実

報
告
క
め
切
り
＝

８
年
３
月
（
予
定
）

▽
問
い
合
わ
ͤ
先（
申
請

に
関
す
る
こ
と
）
＝
東
京
都

地
ٿ
Թ
ஆ
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
ợ
東
京
都
環
境
公

社
Ụ（
ὸ
03
・
５
９
９
０
・
５

０
６
８
）※
受
付
開
࢝
後
は
、

「
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
・
東
京
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）か

ら
受
け
付
け
る

▽
問
い
合
わ
ͤ
先（
制
度

˙
ิ
助
要
件
＝
東
京
都
貨

物
輸
送
評
価
制
度
の「
ࡾ
つ


」
評
価
、
ά
リ
ー
ン
経
営

認
証
、
Ｉ
̨
̤
１
４
０
０
１

認
証
の
い
ず
れ
か
を
取
ಘ
し

て
い
る
運
送
事
業
者
を
利
用

˙
対
象
経
費
＝
運
送
経
費

˙
助
成
率
な
ど
＝
２
分
の

１（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
期
間
は
、
４
月
14
日

東
ト
協
は
、
令
和
７
年
度

「
中
小
企
業
大
学
ߍ
講
࠲
受

講
ଅ
進
助
成
制
度
」
を
実
施

す
る
。
東
ト
協
と
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
協
調
助
成

（
各
３
分
の
１
）に
よ
り
、受

講
ऴ
了
事
業
者
に
受
講
料
の

３
分
の
２
を
助
成
す
る
も

業
員
数
３
０
０
人
以
下
）の

経
営
者
・
後
継
者
お
よ
び
管

理
者
。

東
ト
協
会
員
の
場
合
、
受

講
対
象
ߍ
は
原
ଇ
と
し
て
同

大
学
ߍ
東
京
）ߍ
東
大
和
ࢢ

ࡩ
が
ٰ
２
の
１
３
７
の
５
、

ὸ
０
４
２
・
５
６
５
・
１
２

０
７
）、
ま
た
は
Ｗ
̚
Ｂ
ߍ

（
Ｗ
̚
Ｂ
ｅ
ｅ
Ｃ
̰
̼
̿
̈́

͂
）。対象

講
࠲
は
、
全
ト
協
が

認
め
た
経
営
ઓ
ུ
・
経
営
計

画
や
実
ફ
的
な
財
務
管
理
・

利
益
計
画
、
人
材
ҭ
成
・
労

務
管
理
、
ঁ
ੑ
リ
ー
μ
ー
の


力
開
発
、

報
化
・
γ
ス

テ
ム
ߏ
築
な
ど
に
関
す
る
講

࠲
。
講
࠲

༰
な
ど
は
同
大

学
ߍ
東
京
ߍ
・
Ｗ
̚
Ｂ
ߍ
、

ま
た
は
全
ト
協
・
東
ト
協
の

東
ト
協
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
取
次
事
業
と

し
て
、
令
和
７
年
度「
安
全


置
等
導
入
ଅ
進
助
成

事
業
」
の
申
請
受
付
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
ト

協
で
は
ࡢ
年
度
に
引
き
続

き
、「
ݺ
ؾ
ਧ
き
込
み
ࣜ

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
ク

置
」
の
ಠ
自
助
成

を
行
う
。

助
成
申
請
の
受
付
期
間

は
、８
年
２
月
27
日
ま
で

（
先
着
ॱ
／
全
ト
協
・
東

ト
協
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
額

に
ୡ
し
次
第
、受
付
ऴ
了
）。

▽
対
象

置
＝
①
後
方

視

確
認
支
援

置（
バ

ッ
ク
ア
イ
Χ
ϝ
ラ
）、
②

ଆ
方
ি
ಥ

視
ܯ
報

置

／
車
両
૯
ॏ
量
７
・
５
Ἁ

以
上（
ト
ラ
ク
タ
・
ト
Ϩ
ー

ラ
へ
の

着
は
、
ト
ラ
ク
タ

第
５
ྠ
荷
ॏ
が
８
・
５
Ἁ

に
関
す
る
こ
と
）
＝
東
京
都

環
境
局
環
境
改
善
部
自
動
車

環
境
課

公
害
化
支
援
୲
当

＝
ὸ
03
・
５
３
８
８
・
３
５

３
５詳

細
は
、
都
環
境
局
̝
̥

「
σ
ィ
ー
θ
ル
車
規
制
૯
合


報
サ
イ
ト
」を
参
照

【
運
輸
ɾ

ྲྀ

野
ʹ
͓
͚

Δ


ૉ
Խ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
】

ʓ
運
輸
事
業
者
支
援

˙
ิ
助
対
象
＝
ά
リ
ー
ン

経
営
認
証
ま
た
は
Ｉ
̨
̤
１

４
０
０
１
を
新
た
に
取
ಘ
す

る
都

の
運
送
事
業
者

˙
対
象
経
費
＝
各
認
証
な

ど
の
審
査
お
よ
び
ొ

経
費

˙
助
成
率
な
ど
＝
２
分
の

１（
上
限
50
万
円
）

ʓ
荷
主
支
援

˙
ิ
助
対
象
＝
荷
主（
都


の
中
小
企
業
者
な
ど
に
限

る
）

～
８
年
４
月
30
日（
ิ
助
対

象
期
間
＝
４
月
１
日
～
８
年

３
月
31
日
）

申
請
受
付
は
、「
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
・
東
京
」
で
、
詳
細

は
̝
̥
参
照
。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
京

都
環
境
公
社（
ὸ
03
・
５
９

９
０
・
５
０
６
８
）

各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

受
講
料
ิ
助
を
希
望
す
る

場
合
、
事
前
に
東
ト
協
業
務

部
ڭ
ҭ
ݚ
修
・
輸
送
Ｇ
へ
ి


連
བྷ
し
、申
請
書
を
入
手
。

受
講
申
し
込
み
は
希
望
者
が

直

、
同
大
学
ߍ
で
行
い
、

送
付
さ
れ
た「
受
講
決
定
通

知
書
」（
写
し
）を
ఴ
付
し
、

ิ
助
申
請
書
を
提
出
す
る
。

予
算
の
ൣ
ғ

で
、
申
し

込
み
（ॱ
申
請
は
１
事
業
者

10
件
ま
で
）
受
け
付
け
る
。

な
お
、
受
講
後
、
受
講
修
了

証
書（
写
し
）な
ど
所
定
の

書
ྨ
を
提
出
す
る
ඞ
要
が
あ

る（
提
出
期
限
は
上
期
が
10

月
３
日
ま
で
、
下
期
は
８
年

３
月
６
日
ま
で
）。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
ڭ
ҭ
ݚ
修
・
輸
送

Ｇ（
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

以
上
）・
ࠨ
ଆ

着
が
対
象
、

③
ݺ
ؾ
ਧ
き
込
み
ࣜ
ア
ル
コ

ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク


置
、
ᶆ
Ｉ
Ｔ
機
ث
を
活

用
し
た
ԕ
ִ
地
で
行
う

点
ݺ
に
使
用
す
る
ܞ
ଳ

ܕ
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
ث

／
安
全
ੑ
優
ྑ
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業

所
）が
対
象
、ᶇ「
６
０

０
̣
・
ἇ
」
以
上
の
క

め
付
け

力
を
有
す
る

大
ܕ
車
用
ト
ル
ク
・
Ϩ

ン
ν（
自
立
ܕ
ト
ル
ク
・

Ϩ
ン
ν
、
ト
ル
ク
セ
ッ

タ
ー
ܕ
イ
ン
ύ
ク
ト
Ϩ

ン
ν
を
ؚ
Ή
）
／
車
両

૯
ॏ
量
８
Ἁ
以
上
が
対

象
▽
助
成
額
＝
①
ᶆ
／


置
１
台
に
つ
き
２
万

円
を
上
限
、
②
／

置
１
台

に
つ
き
10
万
円
を
上
限
、
③

／

置
１
台
に
つ
き
全
ト
協

①
車
両
૯
ॏ

量
が
同
等
程

度
へ
の
ങ
い

分
は
２
万
円
を
上
限
と
し
、

東
ト
協
分
は
８
万
円
を
上

限
、
ᶇ
／
３
万
円
を
上
限
ま

で
と
し
、
①
～
ᶇ
そ
れ
ぞ
れ

取
ಘ
価
格
の
２
分
の
１
ま
で

助
成
。

▽
助
成
台
数
＝
１
会
員
事

業
者
に
つ
き
東
ト
協
ొ

車

両
数（
上
限
30
台
）ま
で
、③

は
上
限
５
台
分
ま
で
、
ᶇ
は

１
事
業
者
に
つ
き
１
台
ま
で

▽
助
成
対
象
要
件
＝
東
ト

協
会
員
事
業
者
が
使
用
す
る

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
で
、
使
用

の
本
ڌ
Ґ
置
が
都

に
あ
る

こ
と申

請
方
法
や
申
請
書
ྨ
な

ど
詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照（
書
ྨ
様
ࣜ

の
μ

ン
ロ
ー
ド
が
可

）。

▽
問
い
合
わ
ͤ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

の
。
実
施
期
間
は
８
年
２
月

28
日
ま
で（
来
年
３
月
以
降

に
修
了
す
る
講
࠲
は
次
年
度

ѻ
い
）。

受
講
対
象
者
は
、
東
ト
協

会
員
の
中
小
企
業
者（
ࢿ
本

金
３
ԯ
円
以

下
ま
た
は
従


え
、
②
ഇ
車
す
る
車
両
の

車
検
証
上
の
所
有
者
が
申
込

者
と
同
一
、
③
ഇ
車
す
る
車

両
が
都
の
σ
ィ
ー
θ
ル
車
規

制
に
適
合
ま
た
は
規
制
対
象

֎
、
ᶆ

用
車
か
ら
貨
物
車

な
ど
、
使
用
目
的
が
ҟ
な
る

自
動
車
へ
の
ങ
い

え
で
な

い
Ổ
Ổ
の
各

件
を
す
べ
て

満
た
す
場
合

˙
༥
ࢿ
限
度
額
＝
１
企
業

１
ԯ
円

˙
༥
ࢿ
利
率
＝
受
付
時
の

長
期
プ
ラ
イ
ム
Ϩ
ー
ト
以


（
ݻ
定
金
利
、年
利
）

˙
ି
付
期
間
＝
７
年
以


˙
ঈ
ؐ
方
法
＝
毎
月
ݩ
金

均
等
ฦ
済（
ݩ
金
６
か
月
据

え
置
き
）

˙
ิ
助
率
＝
利
ࢠ
ิ
助
２

環境性能優良トラック車種別導入補助額一覧 （単位：万円）

区　分
関係機関別・補助額（上限額） 補助額計

（ 都＋トラック
協会）環境省 東京都

（200台未満）
トラック協会

（全ト協分含む）

CNGトラック
小型

標準的燃費
水準車両との
差額の1/2

10.0 21.3 31.3
中型 10.0 80.2 90.2
大型 20.0 100.0 120.0

ＨＶトラック

小型 16.4
( 41.7) 9.7 51.4

中型 57.1
(145.2) 33.5 178.7

大型 57.1 60.0 117.1

EVトラック 小型 標準的燃費
水準車両との
差額の2/3

国の補助額
を除いた額に
3/2をかけた

額

60.0 60.0

FCトラック 小型 30.0 30.0

ड
ߨ
ྉ
ͷ
̏

ͷ
̎
Λ
ॿ
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７年度

環境対応支援策౦ト協
７年度東

京
都
の
支
援
策

౦ト協
全ト協 ҆શஔಋೖଅਐॿ

７年度

த
খ
ا
業
େ
ֶ
ߍ

ड
ߨ
ଅ
ਐ

ॿ


౦ト協
全ト協



第1321号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̑ ݄�� （ � ）総 合

注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年４月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 35 13 11 2 0 4 0 0 0 19 84
関与事故件数 35 11 11 2 0 2 0 0 0 44 105
（前年比） ±0 +2 −1 ±0 ±0 −4 ±0 ±0 ±0 +3 ±0

中
型

１当件数 23 14 13 3 0 8 2 0 0 12 75
関与事故件数 22 15 14 3 0 8 2 0 0 33 97
（前年比） +2 +1 +3 ±0 ±0 +5 +2 ±0 −1 +4 +16

準
中
型

１当件数 41 39 20 5 3 5 3 0 0 31 147
関与事故件数 44 33 24 5 3 5 3 0 0 78 195
（前年比） −4 +4 +1 ±0 ±0 ±0 +1 ±0 ±0 +6 +8

普
通
・
軽

１当件数 114 54 68 10 13 20 6 3 1 49 338
関与事故件数 122 53 80 10 13 20 6 2 1 137 444
（前年比） −27 +3 +7 −4 +6 +7 −3 ±0 +1 −47 −57

合
計

１当件数 213 120 112 20 16 37 11 3 1 111 644
関与事故件数 223 112 129 20 16 35 11 2 1 292 841
（前年比） −29 +10 +10 −4 +6 +8 ±0 ±0 ±0 −34 −33

死
者
数

大型貨物車（１当） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3

ɹྩ݄̓̐
ࡏݱͷશ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅ʢຊ
ྦྷܭʣɺ����݅Ͱɺ
લಉظൺ��݅૿Ճͨ͠
͕ɺऀࢮ��ਓͰલಉظ
ൺ̍݅૿Ճͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟ंͷؔ༩ࣄ
ʢʮҧผʯදͷԼஈʮʯނ
রʣൃࢀ ੜ݅ʢຊྦྷܭʣ
ɺ���݅Ͱલಉظൺ��

ਓͰલ̑ऀࢮগ͠ɺݮ݅
ͱಉͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰɺӈࠨ
͕ނࣄޓͷं྆૬࣌ં
���݅Ͱલಉظൺ̐݅
૿Ճ͠ɺऀࢮ̌ਓͩ
ͬͨɻ
ɹҧผͰɺ̓ શෆ֬
ೝʹΑΔؔ༩݅ނࣄ͕
���݅Ͱɺલಉظൺ��
গͱͳ͍ͬͯΔɻݮ݅

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G

◎�運行中は前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況
にも注意を払うこと。また、道路状況に応じた安全速度での走
行や十分な車間距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 ５月14日（水） 12時20分頃発生（晴天）
場　所 西多摩郡内(青梅街道)　
当事者 ①自動二輪車（男性70代死亡）×②事業用大型貨物車（男性20代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

西多摩郡瑞穂町

至 青梅市

至 国道16号

概　要
事業用大型貨物車が青梅街道を青梅市方向から国道16
号方向へ第2通行帯を進行し、第1通行帯へ進路を変更す
る際、第1通行帯を進行中の自動二輪車と接触したもの。

※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

関
東
運
輸

局
は
６
月
12

日
、
令
和
７
年

度
上
期「
運
輸

防
災
セ
ϛ
ナ
ー

ˍ
ϫ
ー
ク
γ
ἀ

ッ
プ（
意
見
交


）」
を
Φ
ン

ラ
イ
ン（
マ
イ

ク
ロ
ι
フ
ト
ν

ー
ム
ζ
）で
開

催
す
る
。
時
間

は
ޕ
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
10

分
ま
で
。
対
象

は
運
輸
事
業
者

な
ど
、定
員
は
３
０
０
人（
定

員
に
な
り
次
第
、受
付
ऴ
了
）。

ۙ
年
、
自
વ
災
害
が
ස
発

化
・
ܹ
ਙ
化
、
さ
ら
に

域

化
す
る
中
で
、
国
ຽ
生
活
や

社
会
経
済
活
動
の
ҡ
࣋
に
大

き
な
役
ׂ
を
୲
う
運
輸
事
業

者
に
は
、
発
災
時
の
ඃ
害
軽

ݮ
と
֦
大
防
止
を
図
る
と
と

も
に
、
安
全
を
確
保
し
た
上

で
事
業
活
動
の
ҡ
࣋
や
早
期

回
෮
を
図
る
こ
と
が
期

さ

れ
て
い
る
。

運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
ϝ
ン
ト

の
推
進
に
つ
い
て
、
制
度
の

ී
及
ܒ
発
お
よ
び
運
輸
事
業

者
の
取
り
組
み
強
化
を

図
る
た
め
、
出
水
期
対

策
な
ど
と
し
て
セ
ϛ
ナ

ー
ˍ
ϫ
ー
ク
γ
ἀ
ッ
プ

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
෩
水
害
や
地

・



な
ど
へ
の
対
応
力

の
向
上
に
ࢿ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。


༰
は
、
▽
災
害
事
ྫ
、

取
り
組
み
事
ྫ
、
参
ߟ

報

な
ど
の

հ（
車
両
な
ど
ආ


タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
計
画
運

休
の

報
発
৴
、
荷
主
と
の

事
前
調
整
ほ
か
）、
▽
運
輸

防
災
マ
ネ
ジ
ϝ
ン
ト
の
ϙ
イ

ン
ト（
経
営
ト
ッ
プ
の

務
、

自
વ
災
害
リ
ス
ク
評
価
と
そ

の
対
応
、防
災
の
基
本
方

、

各
種
܇
࿅
ほ
か
）、
▽
ؾ
象


報（
５
ஈ
֊
の
ܯ
ռ
Ϩ
ϕ

ル
と
防
災
ؾ
象

報
な
ど
）、

▽
水
害ợ
ߑ
水
、土
࠭
災
害
Ụ

へ
の
備
え（

の
防
災

報
、

東
京
都
環
境
局
は
、５
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
の
ޫ
化

学
ス
モ
ッ
ά
が
発
生
し
や
す

い
時
期
に
合
わ
ͤ
、
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
運
行
管
理
者
に
対

し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
お
よ
び

ア
イ
ド
リ
ン
ά
・
ス
ト
ッ
プ

な
ど
の
徹
底
を
ݺ
び
か
け
て

い
る
。
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン

ఀ
止
に
よ
り
ഉ
出
ガ
ス
を


ݮ
し
、
大
ؾ
Ԛ
છ
の

制
を

図
る
ૂ
い
ͩ
。

ޫ
化
学
ス
モ
ッ
ά
は
、


場
・
事
業
場
お
よ
び
自
動
車

な
ど
か
ら
ഉ
出
さ
れ
る

ૉ

ࢎ
化
物
と

化
水
ૉ
が
、
ଠ

ཅ
の
ࢵ
֎
ઢ
を
受
け
て
ޫ
化

学
反
応
を
ى
こ
し
、
Φ
κ
ン

な
ど
の
ޫ
化
学
Φ
Ω
γ
μ
ン

ट
都
高
速
道
࿏
は
５
月
25

日
ޕ
後
８
時
か
ら
７
月
５

日
ޕ
前
１
時
ま
で（
予
定
）、

̚
Ｔ
Ｃ
専
用
入
ޱ
の

֦
大
に
向
け
た
料
金

所
の
リ
ニ
ỿ
ー
ア
ル


事
に
伴
い
、
１
߸

Ӌ
ా
ઢ（
上
り
方
໘
）

ླ
ἃ

、
３
߸
ौ
୩
ઢ（
上

り
方
໘
）
高
थ
ொ
、
９
߸
ਂ


ઢ（
下
り
方
໘
）
ॅ
、

؛
ઢ（

行
き
）
ྟ
ւ
副
都

ト
を
発
生
さ
ͤ
る
大
ؾ
Ԛ
છ

ݱ
象
。
都
で
は
、
２
０
２
２

年
９
月
に
策
定
し
た「
東
京

都
環
境
基
本
計
画
」
に
お
い

て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
ޫ

化
学
ス
モ
ッ
ά

意
報
の
発

心
・
ࡾ
ܢ
Ԃ
の
５
か
所
の
入

ޱ
で
通
行
止
め
に
な
る
。

ट
都
高
速
道
࿏
は
ݱ
ࡏ
、

ϋ
β
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
）、

▽
事
業
者
間
の
意
見
交

な

ど（
ۙ
年
の
災
害
ڭ
܇
を
踏

ま
え
た
事
業
者
の
取
り
組
み

に
関
す
る
意
見
交

な
ど
）。

申
し
込
み
は
、
国
土
交
通

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
運
輸
安

全
」（
ࠨ
ه
ͷ
ೋ
࣍
ݩ
ί
ồ

υ
）で
ඞ
要
事
項
を
入
力
す

る
。▽

問
い
合
わ
ͤ
先
＝
関
東

運
輸
局
૯
務
部
安
全
防
災
・

ة
機
管
理
課（
ὸ
０
４
５
・

２
１
１
・
７
２
６
９
）
※
申

し
込
み
に
関
し
て
は
、
国
交

省
大
臣

（
ὸ
03
・
５
２

５
３
・
８
１
１
１
ợ
代
表
Ụ）

運
輸
安
全
防
災
୲
当
ま
で

令
日
数
を
θ
ロ
と
す
る
目
標

を
立
て
る
な
ど
、
大
ؾ
環
境

の
一

の
改
善
を
目
指
し
て

い
る
。

特
に
、
ޫ
化
学
Φ
Ω
γ
μ

ン
ト
が
高
ೱ
度
に
な
り
や
す

い
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期

間
は
、
①
東
京
都
環
境
確
保


ྫ
に
よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

お
よ
び
ア
イ
ド
リ
ン
ά
・
ス

ト
ッ
プ
の
遵
守
、
②
不
要
不

ٸ
の
車
の
使
用
自
ॗ
、
③


公
害
車
の
優
先
的
な
使
用
、

な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
か
ら

ഉ
出
さ
れ
る

ૉ
ࢎ
化
物
な

ど
の

ݮ
に

め
る
よ
う
、

協
力
を
求
め
て
い
る
。

ޫ
化
学
ス
モ
ッ
ά

意
報

な
ど
の

報
は
、
東
京
都
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

35
か
所
の
̚
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金

所
を
運
用
し
て
い
る
が
、
今

年
度
新
た
に
55
か
所
を
追
加

し
、
合
計
90
か
所
と
な
る
予

定
。
今
回
の

事
に
続
き
、

６
月
～
９
月
）ࠒ
20
か
所
）、

10
月
～
12
月
）ࠒ
15
か
所
）、

令
和
�
年
１
月
～
３

月
）ࠒ
15
か
所
）、


事
に
伴
い
料
金
所
を

通
行
止
め
と
す
る
予

定
。


事
の
詳
細
は
、
ट
都
高

ド
ラ
イ
バ
ー
ζ
サ
イ
ト
な
ど

を
参
照
。

ೋݩ࣍ίʔυ
ল)1ަࠃ

ؔ
運
࠵ηϛφʔˍϫʔΫγϣοϓΛ։ࡂӡ༌ہ
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Π
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ఈ
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東
京
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モ
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ઐ
༻
Խ

ࣄ
で

ྉ
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ॴ
Λ

ظ
ด





第1321号（ 7 ） ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̑ ݄��総 合

●
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

関
東
運
輸
局
・
関
東
経
済
産

業
局
・
関
東
農
政
局
・
東
京

労
働
局
を
は
じ
め
各
県
労
働

局
と
の
共
催
で
、「
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
に
関
す
る

説
明
会
」（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を

開
催
す
る（
10
日
）

●
政
府
、「
下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法（
下
請
法
）

及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
法

（
下
請
振
興
法
）の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
を
閣
議

決
定
し
、
第
２
１
７
回
通
常

国
会
に
提
出
す
る（
11
日
）

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
正
副
会
長
会
で
標
準
的

運
賃
の
届
出
状
況
が
全
支
部

平
均
95
・
７
％
と
報
告
す
る

（
11
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
６
年
度

第
５
回
理
事
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
、
７
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
な
ど

を
審
議
・
承
認
す
る（
28
日
）

全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
、
第
１
２

９
回「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業

界
の
景
況

感
」
調
査
結

果（
令
和
７

年
１
～
３
月
期
、
速
報
）を

ま
と
め
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

輸
送
数
量
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
燃
料
価
格
の
高

止
ま
り
や
物
価
高
に
よ
る
輸

送
原
価
の
上
昇
分
を
十
分
に

転
嫁
で
き
ず
、
営
業
利
益
・

経
常
利
益
が
悪
化
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
景
況
感
の

判
断
指
標
は
△（
マ
イ
ナ
ス
）

18
・
７
と
前
回
調
査（
６
年

10
～
12
月
期
）よ
り
０
・
５

㌽
悪
化
し
た（
以
下
、
指
標

の
動
向
は
前
回
比
）。

実
働
率
は
△
１・８
で
１・

２
㌽
、
実
車
率
は
△
２
・
７

で
３・３
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪
化
。

一
方
、
運
転
者
の
雇
用
動
向

は
91
・
１
で
６
・
７
㌽
上
昇

し
、
労
働
力
の
不
足
感
が
強

く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
経
常
損
益
は
△
20
・

４
で
17
・
８
㌽
と
大
幅
に
悪

化
し
た
。

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
５
月
７
日
、
令
和
７
年

度
第
１
回
運
行
管
理
者
試
験

（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
、貨
物
）の
実

施
日
程
な
ど
を
公
示
し
た
。

試
験
日
程
は
８
月
２
～
31

日（
試
験
会
場
な
ど
の
予
約

の
際
に
希
望
す
る
日
時
を
選

択
／
試
験
時
間
90
分
間
）。

受
験
申
請
の
方
法
は
、
新

規
・
再
受
験
と
も
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
み
。
受
付

期
間
は
６
月
９
日
～
７
月
９

日（
厳
守
）。

【
受
験
資
格
】

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

①
試
験
日

の
前
日
に
お

い
て
、
自
動

●
警
視
庁
、
貨
物
集
配
中

の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の

見
直
し
を
行
い
、
令
和
６
年

度
の
貨
物
集
配
中
の
車
両
専

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

38
か
所
・
計
48
枠
を
追
加
増

設
し
た
と
公
表
す
る（
１
日
）

●
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大

臣
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
価
格
転
嫁
と
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
確
実
な
賃
上
げ
の

実
施
、
下
請
法
改
正
を
見
据

え
た
早
期
の
自
主
的
な
対
応

な
ど
を
要
請
す
る（
８
日
）

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
各
支
部
は
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動（
４
月
６
～
15

日
）の
期
間
中
、
街
頭
指
導

活
動「
統
一
実
施
日
」
を
中

心
と
し
て
、
各
地
域
で
街
頭

活
動
を
実
施
す
る（
10
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
７
年
度

東
京
都「
貨
物
輸
送
評
価
制

度
」説
明
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

を
開
催
す
る（
14・18・22
日
）

●
衆
議
院
本
会
議
、
下
請

代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

（
下
請
法
）
及
び
下
請
中
小

企
業
振
興
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
、
参
議
院
へ
送
付
す

る（
24
日
）

●
関
東
運
輸
局
、
東
ト
協

を
通
じ
て
会
員
事
業
者
に
対

し
、
文
書「
ト
ラ
ッ
ク
の
法

令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
、
周
知
徹
底
を
求

め
る
。
輸
送
の
安
全
を
再
確

認
し
、
安
全
確
保
の
原
点
に

立
っ
た
適
正
な
運
行
管
理
の

実
施
を
求
め
る（
24
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
７
年
度

第
46
回「
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
学
科
競
技
を

開
催
す
る
。
会
員
事
業
者
に

所
属
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
54
人

が
参
加
す
る（
24
日
）

●
関
運
局
と
関
東
ト
ラ
ッ

ク
協
会
、『
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

の
適
切
な
運
行
管
理
と
安
心

経
営
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
す
る
。

合
同
で
設
置
し
た「
関
東
圏

に
お
け
る
自
動
車
事
故
防
止

対
策
検
討
会
」は
、運
行
管
理

の
業
務
に
着
目
し
、
業
務
の

効
率
化
や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
的
と
す
る（
25
日
）

車
運
送
事
業（
貨
物
軽
自
動

車
運
送
事
業
を
除
く
）の
用

に
供
す
る
事
業
用
自
動
車
、

ま
た
は
特
定
第
二
種
貨
物

利
用
運
送
事
業
者
の

事
業
用
自
動
車（
緑

ナ
ン
バ
ー
）の
運
行

管
理
に
関
し
、
１
年

以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
者（
運
転
業

務
な
ど
は
該
当
し
な

い
）②

国
土
交
通
大
臣

が
認
定
す
る
講
習
実

施
機
関
で
、
平
成
７

年
４
月
１
日
以
降
の

基
礎
講
習
を
修
了
し

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

貨
物
で
は
運
賃
・
料
金
の
水

準
が
34
・
３
で
12
・
８
㌽
悪

化
し
た
が
、輸
送
数
量
は
１・

９
で
０
・
６
㌽
上
昇
。
こ
れ

に
伴
い
、
営
業
収
入
も
４
・

３
で
１・０
㌽
改
善
し
た
が
、

営
業
利
益
は
△
23
・
７
で

14
・
５
㌽
悪
化
し
た
。

特
積
貨
物
で
は
、
輸
送
数

量
が
８
・
１
で
１
・
６
㌽
の

改
善
と
な
り
、
運
賃
・
料
金

の
水
準
も
40
・
５
で
１
・
８

㌽
改
善
し
た
。
そ
れ
を
反
映

し
て
、
営
業
収
入
は
５
・
４

で
２
・
２
㌽
改
善
し
、
営
業

利
益
も
△
２
・
７
で
０
・
５

㌽
改
善
し
た
。

事
業
規
模
別
に
み
る
と
、

大
規
模
事
業
者
の
景
況
感
は

16
・
１
で
５
・
０
㌽
、
中
規

模
は
△
22
・
６
で
１
・
０
㌽
、

小
規
模
は
△
26
・
６
で
０
・

４
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪
化
し
た
。

品
目
別
に
み
て
も
消
費
関

連
貨
物
は
△
12
・
８
で
４
・

２
㌽
悪
化
し
た
が
、
建
設
関

連
貨
物
は
△
16
・
７
で
８
・

３
、
機
械
関
連
貨
物
は
△

14
・
３
で
17
・
３
㌽
、
そ
の

他
貨
物
は
△
15
・
９
で
13
・

７
㌽
そ
れ
ぞ
れ
改
善
し
た
。

今
後
の
見
通
し
は
、
米
国

関
税
政
策
が
も
た
ら
す
事
業

環
境
の
不
透
明
化
や
人
材

不
足
、
物
価
上
昇
な
ど
を
反

映
し
、
景
況
感
の
指
標
は
△

26・２
で
今
回
調
査
か
ら
７
・

５
㌽
悪
化
す
る
見
込
み（
以

下
、指
標
の
動
向
は
今
回
比
）。

業
種
別
に
み
る
と
、
一
般

貨
物
で
は
輸
送
数
量
が
△

１
・
４
で
３
・
３
㌽
悪
化
し
、

運
賃
・
料
金
の
水
準
も
17
・

９
で
16
・
４
㌽
悪
化
す
る
見

込
み
。
こ
れ
に
伴
い
、
営
業

収
入
は
△
６
・
８
で
11
・
１

㌽
の
悪
化
と
な
り
、
営
業
利

益
は
△
44
・
４
と
大
幅
に
悪

化
す
る
見
込
み
。

特
積
貨
物
も
輸
送
数
量
は

△
２・７
で
10・８
㌽
、運
賃・

料
金
の
水
準
は
37・８
で
２・

７
㌽
悪
化
す
る
見
込
み
。
こ

れ
に
よ
り
、
営
業
収
入
は
△

２
・
７
で
８
・
１
㌽
、
営
業

利
益
は
△
16
・
２
で
13
・
５

㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪
化
す
る
見
込

み
。事

業
規
模
別
の
景
況
感
に

厚
生
労
働
省
と
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会
の
主
唱
に
よ

り
、７
月
１
～
７
日
の
１
週

間
、
令
和
７
年
度「
全
国
安

全
週
間
」が
行
わ
れ
る
。

自
主
的
な
労
働
災
害
防
止

活
動
を
推
進
し
、
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
、実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

こ
れ
に
先
立
ち
、６
月
１
～

30
日
ま
で
を
準
備
期
間
と
し

て
、
各
職
場
に
お
け
る
巡
視

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
、
労

働
安
全
に
関

す
る
講
習
会

な
ど
各
種
取

労
使
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

い
て
、
継
続
的
に
実
施
す
べ

き
事
項
は
次
の
通
り
。

荷
台
な
ど
か
ら
の
墜
落
・

転
落
防
止
対
策
、
保
護
帽
の

着
用
、
▽
荷
主
な
ど
の
管
理

施
設
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
整
備
、
床
の
凹
凸

の
解
消
、
照
度
の
確
保
、
混

雑
の
緩
和
な
ど
、
荷
役
作

業
の
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
措
置
の
推
進
、

▽
積
み
卸
し
に
配
慮
し
た

積
付
け
な
ど
に
よ
る
荷
崩

れ
防
止
対
策
の
実
施
、
▽

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
令
和
７
年
度「
経
営
診

断
・
経
営
改
善
支
援
・
運
賃

交
渉
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
る
。
従
来
の
経
営
診
断

を
改
め
、
新
た
に
運
賃
交
渉

の
支
援
も
行
う
。

実
施
期
間
は
５
月
16
日
～

８
年
２
月
28
日
ま
で
。
助
成

予
算
額
は
２
１
０
０
万
円
。

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
通
じ
て
、
申
し
込
み
の
受

付
を
行
う
。

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
自
社
の
経
営
課
題
を
把

握
し
、
経
営
改
善
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
自
社
の
経
営
・

財
務
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た

適
切
な
運
賃
・
料
金
の
設
定

や
取
引
先
と
の
運
賃
交
渉
を

行
う
こ
と
を
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
支
援
す
る

歩
行
者
立
入
禁
止
エ
リ
ア
の

設
定
な
ど
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
使
用
時
の
労
災
防
止

対
策
の
実
施
、
▽
ト
ラ
ッ
ク

の
逸
走
防
止
措
置
の
実
施
、

▽
ト
ラ
ッ
ク
後
退
時
の
後
方

確
認
、立
入
制
限
の
実
施

つ
い
て
は
、
大
規
模
事
業
者

で
は
12
・
９
で
３
・
２
㌽
、

中
規
模
は
△
29
・
６
で
７
・

り
組
み
を
実
施
す
る
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
多
様
な
仲
間
と

築
く
安

全

未
来
の
職
場
」。

６
年
の
労
災
発
生
状
況

は
、
死
亡
災
害
が
前
年
を
下

回
る
一
方
で
、死
傷
災
害（
休

業
４
日
以
上
）は
前
年
を
上

回
る
見
込
み
で
、
増
加

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
３
年
目

と
な
る「
第
14
次
労
災

防
止
計
画
」
に
基
づ
き

０
㌽
、
小
規
模
は
△
36
・
７

で
10
・
１
㌽
そ
れ
ぞ
れ
悪
化

す
る
見
通
し
。

（
費
用
は
税
抜
き
）。

①
ス
テ
ッ
プ
１「
経
営
診

断
」
＝
費
用
16
万
円
／
助
成

８
万
円（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所

10
万
円
）

②
ス
テ
ッ
プ
２「
経
営
改

善
支
援
」
＝
費
用
15
万
円
／

助
成
12
万
円（
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
所
13
万
円
）

③
ス
テ
ッ
プ
３「
運
賃
交

渉
支
援
」
＝
費
用
１
日
当
た

り
12
万
円
、
最
大
４
日
で
48

万
円
／
助
成
１
日
当
た
り
８

万
円
、
最
大
４
日
で
32
万
円

（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
１
日
当

た
り
９
万
円
、
最
大
４
日
で

36
万
円
）

※
各
ス
テ
ッ
プ
で
診
断
士

の
旅
費
交
通
費
と
し
て
、５

万
円
を
上
限
に
助
成
す
る

詳
細
は
、
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
運
送
事
業
者

を
対
象
と
し
た
事
業
部
門

（
主
に
緑
ナ
ン
バ
ー
）の
ほ

か
、
一
般
部
門（
主
に
白
ナ

ン
バ
ー
）、支
援
ビ
ジ
ネ
ス
・

ユ
ニ
ー
ク
部
門
。
事
業
部
門

の
最
優
秀
な
取
り
組
み
に

は
、
国
土
交
通
大
臣
賞
が
贈

ら
れ
る
。
参
加
費
は

無
料
。

詳
細
は
エ
コ
モ
財

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

た
者
。

「
基
礎
講
習
修
了
予
定
」

と
し
て
受
験
申
請
す
る
場
合

に
は
、
今
年
７
月
23
日
ま
で

に
基
礎
講
習
を
修
了
し
、「
基

礎
講
習
修
了
証
書
」
ま
た
は

「
運
行
管
理
者
講
習
手
帳
」

の
写
し
を
提
出
す
る

【
受
験
手
数
料
な
ど
】

①
受
験
手
数
料
＝
６
０
０

０
円（
非
課
税
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

利
用
料
＝
新
規
６
６
０
円

（
税
込
）
／
再
受
験
８
６
０

円（
同
）

申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
運
行
管
理
者
試
験

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
。

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ

リ
テ
ィ
財
団（
エ
コ
モ
財
団
）

は
、２
０
２
５（
令
和
７
）年

度「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
」
参
加

事
業
者
を
募
集
し

て
い
る
。
応
募
期

間
は
７
月
８
日
ま

で
。募

集
部
門
は
、

◇３月分◇

輸
送
量
増
加
も
景
況
は
悪
化

人
材
不
足
、
物
価
上
昇
懸
念

全
ト
協

景況感調査
７年１～３月期

運
行
管
理
者

試
験
セ
ン
タ
ー

７
年
度

第
１
回

試
験

◇４月分◇

６月９日～７月９日受験申請

７月１～７日

厚
労
省

全
国
安
全
週
間

全ト協
７年度

経
営
診
断
・
改
善
・

運
賃
交
渉
支
援
事
業

エコモ財団

エコドライブ
活動コンクール

参
加
募
集

応
募
７
月
８
日
ま
で
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「
令
和
の
米

૽
動
」
が
収
ま

ら
な
い
。
ࡢ
年

の
は

͟
か
い
き

境
期
に
品

ബ
状
ଶ
に
な
っ

て
以
降
、
価
格
が
上
昇
し

࢝
め
、
今
や
ࡢ
年
の
２
ഒ

以
上
ま
で
高
ಅ
し
て
し
ま

っ
た
˗
農
ྛ
水
産
省
は
推

計
生
産
量
か
ら
、
不
足
し

て
い
る
は
ず
は
な
い
と
強

ห
。
流
通
ա
程
の

ཹ
を

要
Ҽ
に
ڍ
げ
、
新
米
が
出

回
れ

収
ま
る
と
し
て
、

備

米
の
์
出
を
見
送
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も


上
が
り
が
続
き
、
ҟ
常

と
も
い
え
る
価
格
高
ಅ
を

ট
い
て
し
ま
っ
た
˗
よ
う

や
く
今
春
に
、
備

米
の

์
出
に
踏
み
切
っ
た
が
、

価
格
は
な
か
な
か
下
が
ら

な
い
。
流
通
が

っ
て
い

る
こ
と
が
要
Ҽ
に
ڍ
げ
ら

れ
る
が
、
い
っ
た
Μ
、
高

ま
っ
た
米
不
足
へ
の
ݒ
೦

が
払
১
さ
れ
な
い
か
ら
で

も
あ
Ζ
う
˗
ト
ラ
ッ
ク
運

送
で
も
、
同
様
な
事
ଶ
に

ؕ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
運

送
ґ
པ
を
受
け
て
も
、
運

転
者
の
手
配
が
ま
ま
な
ら

ず
、
運
べ
な
い
事
ଶ
が
生

じ
て
く
れ

、
ඡͻ

っ
ͺ
くഭ
感
が

一
ؾ
に
強
ま
り
、
運
賃
も

大
幅
に
上
昇
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
荷
主
に
と
っ
て

は
、
米
૽
動
の
よ
う
な
ࠔ

っ
た
事
ଶ
に
な
り
か
Ͷ
な

い
˗
ඞ
要
な
運
転
者
を
確

保
し
、
そ
う
し
た
事
ଶ
を

回
ආ
す
る
に
は
そ
の

۰

改
善
が
ٸ
が
れ
る
。
荷
主

も
そ
の
؍
点
か
ら
取
引


件
を
見
直
し
、
ͤ
め
て
コ

ス
ト
増
分
の
転
嫁
に
応
じ

て
વ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

し
て
い
ま
す
が
、
ԣ
ా
基
地
で

は
１
年
に
一
度
、
�
日
間
ͩ
け

「
日
米
༑

ࡇ
」
と
い
う
イ
ϕ

ン
ト
が
行
わ
れ
、

基
地
の
一
部
が
一

般
開
์
さ
れ
ま
す
。

都

に
あ
る

ἔ
ア
ϝ
リ
Χ
ἕに

立
ち
د
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
Ỷ

う
か
。
ち
Ỷ
っ
と

し
た
旅
行
ؾ
分
を

感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
非
日
常
感
を

ຯ
わ
え
ま
す
。
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国

ॹ
を
満

٤
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。


ళ
街
は

ӳ
ࣈ
の

൘

や
ϝ
ニ
ỿ
ー
が
多
く
、
ド
ル
払

い
が
で
き
る
ళ
も
あ
り
ま
し

た
。
休
Ջ
中
で
あ
Ζ
う
体
格
の

い
い
܉
関
係
者
た
ち
や
、
Ո


連
れ
の
人
た
ち
な
ど
が
๚
れ
て

い
て
、１
９
５
０
年
代
の
Ϩ
ト

ロ
な
ง
ғ
ؾ
と
、
日
本
の

ళ

街
の
ۭ
ؾ
が
混
͟
り
合
い
、
ಠ

特
の
ັ
力
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
今
年
は
ط
に
ऴ
了

福生ベースサイド　
ストリート

「

生
ϕ
ー
ス
サ
イ
ド
ス
ト
リ

ー
ト
」
は
、
米
܉
ԣ
ా
基
地
に
໘

す
る
国
道
16
߸
ઢ
Ԋ
い
に
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
ま
る
で
、
ア
ϝ
リ
Χ

の
街
中
の
一
֯
を
切
り
取
っ
た
よ

う
な

ళ
街
で
す
。
ݩ
ʑ
は
基
地

関
係
者
に
向
け
て
出
ళ
し
た
の
が

࢝
ま
り
で
、ア
ϝ
リ
Χ
ン
テ
イ
ス

ト
の
ళ
を
は

じ
め
ݸ
ੑ
的

な
ళ
が
立
ち

ฒ
び
、
ָ
し

み
な
が
ら
ҟ

都
内
に
あ
る

に
一
番
近
い
ま
ち

は
、
サ
フ
Ỹ
リ
ύ
ー
ク
の

よ
う
な
ۭ
間
に
ڪ
ཽ
を
再

ݱ
し
、
間
ۙ
で
৮
れ
合
う

と
い
う
イ
ϕ
ン
ト
で
す
。

ڪ
ཽ
は
国

企
業
の「
̤

̣
㏯̖
̧
Ｔ
社
」
が
開
発

し
た
、ἔ
̙
Ｉ
̣
̤
㏯Ｔ
̚

Ｃ
̝
̣
̚
ἕと
い
う
、
自
立
歩

行
ڪ
ཽ
ܕ
ϝ
Χ
ニ
Χ
ル
ス
ー
π

今
回
は
ڪ
ཽ
の
イ
ϕ

ン
ト
、「
σ
ィ
ϊ
サ
フ

Ỹ
リ
２
０
２
５
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。


事
で
つ
な
が
り
の
あ
る

ࢠ
ど
も
が
ڪ
ཽ

き

で
、

の
ネ
タ
に
と
参

加
し
ま
し
た
。

「
σ
ィ
ϊ
サ
フ
Ỹ
リ
」

恐竜の迫力に泣き出す子も

を
使
っ
て
い
ま

す
。
人
が
入
っ

て
動
か
す「
着

͙
る
み
」
に
当

た
り
ま
す
が
、

実
際
に
見
る

と
、「
こ
れ
は

ど
う
や
っ
て
動

か
し
て
い
る
の

ͩ
Ζ
う
ʁ
」
と

ি
ܸ
で
し
た（
ࣸ
ਅ
）。

γ
ἀ
ー
で
は
ま
ず
、

৯
ڪ

ཽ
の
ύ
Ω
έ
フ
Ỹ
ロ
サ

ル
ス

（
全
長
５
ἇ
）と
、ス
テ
ΰ
サ


ル
ス
の

）ࢠ
７
ἇ
と
３
・
４

ἇ
）が
ొ
場
し
ま
す
。
頭
や
ඌ

の
動
き
も
、
本
当
に
こ
Μ
な
;

う
に
動
い
て
い
た
の
ͩ
Ζ
う
と

感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
ൽ
ෘ
の
࣭

感
も
リ
ア
ル
で
、
ޱ
の
中
も
よ

く
で
き
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ΰ

サ

ル
ス
の
ࢠ
ど
も
が
、

っ

て
い
る
時
の
表

も
か
わ
い
か

っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
ڪ
ཽ
の
Ԧ
テ
ィ
ラ

ϊ
サ

ル
ス（
８
ἇ
）の
ొ
場

で
す
。
大
き
な
頭
を
؍
客
の
目

の
前
に
ಥ
き
出
し
、
振
り
回
す

長
い
৲
ඌ
が
当
た
り
そ
う
で
、

あ
ま
り
の
ഭ
力
に
、
小
さ
な
ࢠ

ど
も
た
ち
が
あ
ち
こ
ち
で
ٽ
き

出
し
ま
し
た
。
大
人
で
も

を

上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

さ
ら
に
、
全
長
13
ἇ
の
ڊ
大


৯
ڪ
ཽ
ブ
ラ
Ω
Φ
サ

ル
ス

も
ొ
場
し
ま
し
た
。
高
さ
が
６

ἇ
以
上
は
あ
り
そ
う
な
会
場
の

ఱ
Ҫ
に
、
届
き
そ
う
な
く
ら
い

の
大
き
さ
で
す
。

と
٭
の
大

き
さ
は
イ
ン
ド
象
く
ら
い
で
、

「
こ
Μ
な
に
大
き
な
着
͙
る
み

ͩ
と
、
４
本
٭
の
部
分
に
人
を

一
人
ず
つ
配
置
し
て
い
る
の
ͩ

Ζ
う
か
ʁ
」
な
ど
と
、
マ
ジ
ッ

ク
を
見
て
い
る
よ
う
で
不
ࢥ
議

で
し
た
。

̤
̣
㏯̖
̧
Ｔ
社
の
制
作
ൿ


に
は
、
ͻ
た
す
ら
ڪ
ཽ
の
試

作
品
を
作
り
続
け
た
結
果
、


大
な
制
作
費
が
か
か
り
、
会
社

は

動
き
が
取
れ
な
い
状
ଶ
に

な
っ
て
も
、
Կ
と
か

成
に
こ

͗
着
け
た
と
あ
り
ま
す
。

リ
ア
ル
な
ڪ
ཽ
と
併
ͤ
、
国


企
業
が
す
͝
い
も
の
を
作
っ

て
い
る
こ
と
に
も
心
が
動
き
ま

す
。
ࢠ
ど
も
ͩ
け
で
な
く
大
人

も
ָ
し
め
る
イ
ϕ
ン
ト
で
し
た
。
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マ
ジ
ッ
ク
で
も
見
る
感
覚
に

γ
ϊ
よ
り
開
Ֆ
が
数
日
早
く
、
Ֆ
の

৭
は
গ
し
ೱ
い
が
、
開
Ֆ
時
期
と
Ֆ

の
特

が
ι
ϝ
イ
Ϥ
γ
ϊ
に
ࣅ
て
お

り
、
平
均
थ
高
が
13
ἇ
で
ι
ϝ
イ
Ϥ

γ
ϊ
よ
り
５
ἇ
ほ
ど

く
、
都
ࢢ
部

の
街
࿏
थ
と
し
て
も
期

さ
れ
て
い

る
。ジ

ン
μ
イ
ア
έ
Ϙ
ϊ
は
、
ι
ϝ
イ

Ϥ
γ
ϊ
と
同
様
に
エ
ド
ώ
ガ
ン
ܥ

で
、
当
ॳ
は
ア
έ
Ϙ
ϊ（
ॶ
）と
い
う

品
種
と
し
て

২
さ
れ
て
い
た
が
、

Ֆ
の
様
ࢠ
が
ҟ
な
る
こ
と
か
ら
専
門

Ո
が
調
べ
た
と
こ
Ζ
新
品
種
と
分
か

り
、
１
９
９
１（
平
成
３
）
年
に
「
ジ

ン
μ
イ
ア
έ
Ϙ
ϊ（
ਆ
代
ॶ
）」
と
໋

໊
さ
れ
た
。
そ
の
原

は
、
今
も
こ

の
公
Ԃ
で
Ֆ
を
࡙
か
ͤ
て
い
る
。

た
。
安
置
さ
れ
て
い
る
ݩ
ࡾ
大

ࢣ
ಊ
に
は
数
人
ず
つ
入
り
、
数

ἇ
前
で
対
໘
が
で
き
、
ૐ
ཿ
が

ف

を
し
て
く
れ
る
。
؟
を
見

開
い
た
厳
し
い
表

は
力
強
さ

を
感
じ
さ
ͤ
、
ے
ு
っ
た
ट
や

意
ࢤ
の
強
そ
う
な
إ
立
ち
な

ど
、
ח

時
代
の
特

的
な
力

強
さ
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
࢟
か
ら
げݩ

Μ
こ
うሓ
に
際
し
て
、

国
を
守
る
ҟい

こ
く
ち
Ỷ
う
Ϳ
く

国
調
෬
を
ئ
っ
た

と
い
う

に
説
ಘ
力
を
も
た

ͤ
、
力
強
い
࢟
か
ら
は
、

除

け
や
Ӹ
ප
退
ࢄ
な
ど
に
͝
利
益

回
っ
た
人
の
ه


に
「
ਂ
大
ࣉ

ۙ
く（
調

ࢢ
つ
つ
じ
が
ٰ
あ
た
り
）

に
ࢸ
っ
た
時
に
、『
ਂ
大
ࣉ
ݩ
ࡾ
大

ࢣ
道
』
と
ੴ
に
ூ
ら
れ
た
表
示
が
あ

っ
た
」と
さ
れ
ݩ、
ࡾ
大
ࢣ
৴
ڼ
が


ま
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
ͤ
る
。

ਂ
大
ࣉ
の
お
み
く
じ
に
は
、「
ͩ
る

ま
み
く
じ
」と「
開
運
・
ট

ޚ
守

り
入
お
み
く
じ
」
の
２
つ
が
あ
る
。

「
ͩ
る
ま
み
く
じ
」
は
、
৭
と
り
ど
り

の
ͩ
る
ま
に
お
み
く
じ
が
ೲ
め
ら
れ

て
い
る
。
ͩ
る
ま
に
は
ॳ
め
に
ئ
い

を
込
め
て
、
ࠨ
目
に
؟
を
入
れ
て


る
。
ئ
い
が
成
ब
し
た
ら
、
感
ँ
を

込
め
て
ӈ
目
を
入
れ
て
か
ら
供
ཆ
す

る
。
も
う
一
方
の
お
み
く
じ
は
、
開

運
を
ট
く
મ
ُ
、か
え
る
、Ή

び
Ỷ
う
た
Μ

ත

、

大お
お
く
に
͵
し

国
主
様
な
ど
、
12
体
の
ԑ
ى
物
の

い
ず
れ
か
が
ೲ
め
ら
れ
て
い
る
開
運

ޚ
守
り
。
ど
ち
ら
の
お
み
く
じ
を
引

く
か

い
な
が
ら
、
そ
れ
を
選
Ϳ
お

み
く
じ
は
な
い
も
の
か
と
、
つ
ま
ら

な
い
こ
と
を
ߟ
え
て
し
ま
う
。

ਂ
大
ࣉ
と
な
る
と
、
ڶ
ഴ
の

は

֎
ͤ
な
い
。
ݱ
ࡏ
、
参
道
や
そ
の
界

۾
に
は
18
ݢ
の
ళ
ฮ
が
あ
る
が
、
ど

の
ళ
に
も
行
ྻ
が
で
き
て
い
る
。
人

ؾ
ళ
と
行
ྻ
が
૬
関
す
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
ۙ
所
の
人
な
ど

に
ฉ
く
と
、
̨
̣
̨
で
上
Ґ

に

հ
さ
れ
て
い
る
ళ
に
ฒ

Ϳ
傾
向
が
強
い
と
の
こ
と
。

ਂ
大
ࣉ

門
を
ӈ
ં
し
て

গ
し
ࡔ
を
上
る
と
、
ਆ
代
২

物
公
Ԃ
が
あ
る
。
春
の
バ
ラ

を
め
で
つ
つ
、
ι
ϝ
イ
Ϥ
γ

ϊ
に
代
わ
る
サ
ク
ラ
と
し
て

期

さ
れ
て
い
る
、「
ジ
ン
μ

イ
ア
έ
Ϙ
ϊ
」
の
原

を
見

る
た
め
に
入
Ԃ
。
ۙ
年
、
ι

ϝ
イ
Ϥ
γ
ϊ
に
はἔ
ة
機
ἕが

๚
れ
て
い
る
。
高
ྸ
化
と
ප

）ؾ
て
Μ
͙

ප
）な
ど
で
、

थ

が

下
し
つ
つ
あ
る
か

ら
ͩ
。
そ
こ
で
代
ସ
品
種
と

し
て
ొ
場
し
た
の
が
、
ジ
ン

μ
イ
ア
έ
Ϙ
ϊ
。
ι
ϝ
イ
Ϥ

日
本
最
大
の

૾
ூ
ࠁ

と
さ
れ
る
、
調

ࢢ
ਂ
大
ࣉ

に
あ
る
、
令
和
の
大
修
理


了
ه
೦
特
別
開
帳
の
ൿ


「
がݩ

Μ
͟
Μ
ͩ
い
し

ࡾ
大
ࢣ
૾
」
が
、３
年
の

修
理
を
ऴ
え
て
、
特
別
開
帳

さ
れ
て
い
る
。
ഈ
؍
で
き
る

の
は
50
年
に
１
度
の
本
開
帳

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は

６
月
２
日
ま
で
の
特
別
ഈ
؍

の
た
め
、「
ॳ
め
て
」
や
「
今

回
特
別
」
の
Ω
Ỿ
ッ
ν
フ
Ϩ

ー
ζ
に
ऑ
い
と
ࢥ
い
つ
つ

も
、
つ
い
つ
い
ऒ
か
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
と
す
͙
ྡ
に
あ

る
、
ਆ
代
২
物
公
Ԃ
に
も
ऒ

か
れ
た
。

「
ݩ
ࡾ
大
ࢣ
૾
」
は
高
さ

１
９
５
・
１
₉
ἇ
の
大
き
な

࠱
૾
で
、
ૐ
ܗ
の
ݹ
（૾
ח


時
代
の
د


）と
し
て

は
日
本
最
大
。
高
さ
は
こ
れ

ま
で
１
９
６
・
８
₉
ἇ
と
さ

れ
て
き
た
が
、
今
回
の
修
理

で
ट
の
収
ま
り
が
修
正
さ
れ

が
あ
る
と
৴
ڼ
さ
れ
て
き
た
。

ݩ
ࡾ
大
ࢣ
は
平
安
時
代
中
期
に
、

第
18
代
ఱ
台
फ
࠲
主
と
し
て
比
ӥ
ࢁ

の
ॾ
ಊ
を
෮
興
す
る
な
ど
、
中
興
の


と
い
わ
れ
て
い
る
ྑり

Ỷ
う
げ
Μݯ
。
正
月
３

日
が
໋
日
の
た
め
「
ݩ
ࡾ
大
ࢣ
」
の

通
শ
で

く
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

「
お
み
く
じ
」
の

࢝
者
と
し
て
も

有
໊
で
、
比
ӥ
ࢁ
延
ྐྵ
ࣉ
の
ԣよ

か
わ
に

あ
る「
ݩ
ࡾ
大
ࢣ
ಊ
」
は
、お
み
く
じ

発

の
ࣉ
と

え
ら
れ
て
い
る
。

お
み
く
じ
の
ྺ
࢙
は
ݹ
く
、
ݱ
ࡏ

の
よ
う
に
ࣉ
社
で
୭
で
も
引
け
る
お

み
く
じ
は
、
ߐ
ށ
時
代
に
流
行
し
た

「
ݩ
ࡾ
大
ࢣ
ඦͻ

Ỵ
く
ͤ
Μត
」
が

ܕ
と
さ
れ

て
い
る
。
験
力
の
あ
る
ྑ
ݯ
は
、
؍

Ի

ࡵ
の
化

と
し
て
৴
ڼ
さ
れ
、

؍
Ի

ࡵ
の
お
み
く
じ（
か؍

Μ
の
Μ
ͤ
Μ

Ի
ត
）

と
も
関
連
付
け
ら
れ
、
全
国
に
流


し
て
い
っ
た
。
ߐ
ށ
時
代
に
ಙ

Ո

߁
の
৴

が
厚
く
、
上

の

Ӭ
ࣉ

を

建
し
た
ఱ

台
फ
の
高
ૐ
・

ఱ
ւ
ૐ
正
に
よ

る
ݩ
ࡾ
大
ࢣ
৴

ڼ
が
、
お
み
く

じ
流
行
の
後
ԡ

し
を
し
た
の
で

は
な
い
か
と
い

う
。
ߐ
ށ
時
代

後
期
に
は
、
ߐ

ށ
ۙ
߫
を
歩
き

ಊࢣେࡾݩ

ೋ
छ
ྨ
ͷ
͓
Έ
͘
͡

δ
ϯ
μ
Π
Ξ
έ
Ϙ
ϊ
ͷ
ݪ


特別開帳に惹かれて日本一に対面

これから人気？桜の原木も気になりまして

深
大
寺
界
隈
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら




